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け
る

は
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け
る
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顔
笑
顔

未
来
に
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か
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て
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進
行
！

表
紙
の
写
真
は
く
ま
川
鉄
道
株
式
会
社
の
許
可
を
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し
て
い
ま
す
。

表
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の
写
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く
ま
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鉄
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株
式
会
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の
許
可
を
得
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撮
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し
て
い
ま
す
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湯
前
線
の
歴
史

　
く
ま
川
鉄
道
の
前
身
で
あ

る
国
鉄
湯
前
線
は
大
正
13
年

（
１
９
２
４
年
）３
月
30
日
に
開

業
。当
初
は
人
吉
・肥
後
西
村
・一

武
・
免
田
・
多
良
木
・
湯
前
の
６

駅
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
。山
々

に
囲
ま
れ
た
球
磨
盆
地
を
走
る
湯

前
線
に
は
、人
々
だ
け
で
な
く
木

材
を
積
ん
で
走
る
貨
物
列
車
と
し

て
の
一
面
も
。し
か
し
、ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
発
達
や
外
国
産
木
材
な
ど

の
需
要
増
の
影
響
で
、多
良
木
～

湯
前
間
、続
い
て
、人
吉
～
多
良
木

間
の
貨
物
列
車
が
廃
止
。自
動
車
の

普
及
で
人
々
の
利
用
も
減
り
、つ

い
に
は
旅
客
列
車
も
廃
止
の
方
針

が
決
ま
り
ま
し
た
。湯
前
線
は
国

鉄
分
割
民
営
化
後
に
発
足
し
た
Ｊ

Ｒ
九
州
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
が
、

廃
止
す
る
こ
と
が
前
提
で
し
た
。

　
湯
前
線
の
頃
か
ら
利
用
者
の
大

部
分
を
占
め
る
の
は
、沿
線
に
通

う
学
生
た
ち
で
し
た
。学
生
た
ち

の
通
学
手
段
を
残
す
た
め
に
地

域
住
民
が
協
力
し
、存
続
運
動
を

沿
線
地
域
で
展
開
。行
政
と
民
間

が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
方

式
で
の
存
続
が
決
ま
り
、平
成
元

年（
１
９
８
９
年
）10
月
１
日
に
、

く
ま
川
鉄
道
と
し
て
の
運
行
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
も
地

域
の
足
と
し
て
活
躍
を
続
け
、こ

と
し
３
月
30
日
に
国
鉄
湯
前
線
開

業
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

▼国鉄時代の湯前駅と蒸気機関車（提供：くま川鉄道）

「地域の宝」 であり続けるために

令和６年３月30日。

くま川鉄道の前身、国鉄湯前線の開業から100 年を迎えます。

度重なる苦難を乗り越えながら、人吉球磨に住む人々の生活を支え続けてきた鉄道は

「地域の足」であるとともに「地域の宝」でもあります。

この先も「地域の宝」であり続けるために必要なものは―。

国鉄湯前線・くま川鉄道のこれまでと、これからを追いました。

この特集は人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水上村・相良村・五木村・この特集は人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水上村・相良村・五木村・
山江村・球磨村・あさぎり町の広報担当者が協力して作りました。山江村・球磨村・あさぎり町の広報担当者が協力して作りました。

湯前線開業 100周年記念特集

▲田んぼのそばを黒煙を上げて走る国鉄湯前線の蒸気機関車（提供：くま川鉄道）

100th anniversary

― 国鉄時代を振り返って ―

　一番大変だったのは機関車をバックで運転することでした。湯前駅に

は機関車の方向を変える転車台がないため、人吉駅～湯前駅までバック

で運転しなければなりません。後ろには石炭などを載せた炭水車を連結

していて、進行方向が確認できず、窓から顔を出して運転していました。

石炭のくずなどが顔に飛んでくるため、防じん眼鏡をかけないと運転で

きませんでしたし、冬は風が冷たくて大変でした。霧が濃い日は視界が

悪いため、速度を落としながら汽笛を頻
ひんぱん
繁に鳴らしていました。

― くま川鉄道への思い ―

　令和２年７月豪雨災害で、くま川鉄道が今後どうなるのか心配でした

が、永江社長を中心に社員の皆さんも一生懸命頑張っていらっしゃいま

す。鉄道は単に人や物を運ぶだけでなく、心のつながりの場所。上・中・

下球磨を１つの線路とすることで、人々の交流や心のつながりが生ま

れる場所になればうれしいです。大変だとは思いますが、地元の鉄道を

守ってもらいたいと思います。

立山 勝徳 さん（88＝人吉市）
昭和32 年に日本国有鉄道（通称：国鉄）

に入社。機関士として蒸気機関車（SL）や

ディーゼル機関車を運転。昭和62 年に退

職。現在はツアーの案内や中学生を対象

に鉄道についての講話を行っている。

人吉鉄道観光案内人会 会長

１
９
２
４
年
３
月
30
日

鉄
道
省（
国
鉄
）湯
前
線
開
業

人
吉
・
肥
後
西
村
・
一
武
・
免
田
・
多
良

木
・
湯
前
の
６
駅
で
運
行

１
９
３
７
年
４
月
１
日

東
人
吉
駅（
現
・
相
良
藩
願
成
寺
駅
）で

旅
客
・
貨
物
の
営
業
開
始

１
９
５
３
年
７
月
15
日

川
村
駅
・
木
上
駅
を
新
設

１
９
６
３
年
４
月
５
日

東
免
田
駅
・
東
多
良
木
駅
を
新
設

１
９
８
７
年
４
月
１
日

国
鉄
分
割
民
営
化
で
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
移
管

１
９
８
９
年
４
月
26
日

く
ま
川
鉄
道
株
式
会
社
発
足

１
９
８
９
年
10
月
１
日

く
ま
川
鉄
道
湯
前
線
の
運
行
開
始

お
か
ど
め
幸
福
駅
・
公
立
病
院
前
駅
・

新
鶴
羽
駅
を
新
設

２
０
０
９
年
４
月
１
日

人
吉
駅
を
人
吉
温
泉
駅
・
免
田
駅
を
あ

さ
ぎ
り
駅
に
変
更

２
０
２
０
年
７
月
４
日

豪
雨
災
害
で
球
磨
川
第
四
橋
梁
流
失
、

５
両
の
車
両
が
浸
水
な
ど
甚
大
な
被
害

を
受
け
、全
線
運
休

２
０
２
０
年
７
月
20
日

代
替
輸
送
バ
ス
運
行
開
始

２
０
２
１
年
11
月
28
日

肥
後
西
村
駅
～
湯
前
駅
間
の
運
行
を
再
開

２
０
２
４
年
３
月
30
日

国
鉄
湯
前
線
開
業
か
ら
１
０
０
年

２
０
２
５
年
度

く
ま
川
鉄
道
全
線
復
旧（
予
定
）

Interview

鉄道は
心のつながりの場所

湯前線開業100 周年を
記念し、列車の先頭部に
特製ヘッドマークを取
り付けて運行中です！
期間：９月30 日まで
運行：肥後西村～湯前区
間、毎日運行

開業100 周年記念事業

ヘッドマーク運行 くまてつまつり
5 月５日に「湯前線100
周年記念くまてつまつ
り」を開催！子どもから
大人まで楽しめる鉄道
一色のイベントです。

湯前線100 周年を祝って、
くま川鉄道株式会社では
さまざまな記念事業が計
画されています。くわしく
は同社のホー
ムページをご
覧 く だ さ い。

▲ ホームページ
※写真は昨年開催の「秋のく

まてつまつり」の様子
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湯
前
線
の
歴
史

　
く
ま
川
鉄
道
の
前
身
で
あ

る
国
鉄
湯
前
線
は
大
正
13
年

（
１
９
２
４
年
）３
月
30
日
に
開

業
。当
初
は
人
吉
・肥
後
西
村
・一

武
・
免
田
・
多
良
木
・
湯
前
の
６

駅
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
。山
々

に
囲
ま
れ
た
球
磨
盆
地
を
走
る
湯

前
線
に
は
、人
々
だ
け
で
な
く
木

材
を
積
ん
で
走
る
貨
物
列
車
と
し

て
の
一
面
も
。し
か
し
、ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
発
達
や
外
国
産
木
材
な
ど

の
需
要
増
の
影
響
で
、多
良
木
～

湯
前
間
、続
い
て
、人
吉
～
多
良
木

間
の
貨
物
列
車
が
廃
止
。自
動
車
の

普
及
で
人
々
の
利
用
も
減
り
、つ

い
に
は
旅
客
列
車
も
廃
止
の
方
針

が
決
ま
り
ま
し
た
。湯
前
線
は
国

鉄
分
割
民
営
化
後
に
発
足
し
た
Ｊ

Ｒ
九
州
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
が
、

廃
止
す
る
こ
と
が
前
提
で
し
た
。

　
湯
前
線
の
頃
か
ら
利
用
者
の
大

部
分
を
占
め
る
の
は
、沿
線
に
通

う
学
生
た
ち
で
し
た
。学
生
た
ち

の
通
学
手
段
を
残
す
た
め
に
地

域
住
民
が
協
力
し
、存
続
運
動
を

沿
線
地
域
で
展
開
。行
政
と
民
間

が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
方

式
で
の
存
続
が
決
ま
り
、平
成
元

年（
１
９
８
９
年
）10
月
１
日
に
、

く
ま
川
鉄
道
と
し
て
の
運
行
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
も
地

域
の
足
と
し
て
活
躍
を
続
け
、こ

と
し
３
月
30
日
に
国
鉄
湯
前
線
開

業
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

▼国鉄時代の湯前駅と蒸気機関車（提供：くま川鉄道）

「地域の宝」 であり続けるために

令和６年３月30日。

くま川鉄道の前身、国鉄湯前線の開業から100 年を迎えます。

度重なる苦難を乗り越えながら、人吉球磨に住む人々の生活を支え続けてきた鉄道は

「地域の足」であるとともに「地域の宝」でもあります。

この先も「地域の宝」であり続けるために必要なものは―。

国鉄湯前線・くま川鉄道のこれまでと、これからを追いました。

この特集は人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水上村・相良村・五木村・この特集は人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水上村・相良村・五木村・
山江村・球磨村・あさぎり町の広報担当者が協力して作りました。山江村・球磨村・あさぎり町の広報担当者が協力して作りました。

湯前線開業 100周年記念特集

▲田んぼのそばを黒煙を上げて走る国鉄湯前線の蒸気機関車（提供：くま川鉄道）

100th anniversary

― 国鉄時代を振り返って ―

　一番大変だったのは機関車をバックで運転することでした。湯前駅に

は機関車の方向を変える転車台がないため、人吉駅～湯前駅までバック

で運転しなければなりません。後ろには石炭などを載せた炭水車を連結

していて、進行方向が確認できず、窓から顔を出して運転していました。

石炭のくずなどが顔に飛んでくるため、防じん眼鏡をかけないと運転で

きませんでしたし、冬は風が冷たくて大変でした。霧が濃い日は視界が

悪いため、速度を落としながら汽笛を頻
ひんぱん
繁に鳴らしていました。

― くま川鉄道への思い ―

　令和２年７月豪雨災害で、くま川鉄道が今後どうなるのか心配でした

が、永江社長を中心に社員の皆さんも一生懸命頑張っていらっしゃいま

す。鉄道は単に人や物を運ぶだけでなく、心のつながりの場所。上・中・

下球磨を１つの線路とすることで、人々の交流や心のつながりが生ま

れる場所になればうれしいです。大変だとは思いますが、地元の鉄道を

守ってもらいたいと思います。

立山 勝徳 さん（88＝人吉市）
昭和32 年に日本国有鉄道（通称：国鉄）

に入社。機関士として蒸気機関車（SL）や

ディーゼル機関車を運転。昭和62 年に退

職。現在はツアーの案内や中学生を対象

に鉄道についての講話を行っている。

人吉鉄道観光案内人会 会長

１
９
２
４
年
３
月
30
日

鉄
道
省（
国
鉄
）湯
前
線
開
業

人
吉
・
肥
後
西
村
・
一
武
・
免
田
・
多
良

木
・
湯
前
の
６
駅
で
運
行

１
９
３
７
年
４
月
１
日

東
人
吉
駅（
現
・
相
良
藩
願
成
寺
駅
）で

旅
客
・
貨
物
の
営
業
開
始

１
９
５
３
年
７
月
15
日

川
村
駅
・
木
上
駅
を
新
設

１
９
６
３
年
４
月
５
日

東
免
田
駅
・
東
多
良
木
駅
を
新
設

１
９
８
７
年
４
月
１
日

国
鉄
分
割
民
営
化
で
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
移
管

１
９
８
９
年
４
月
26
日

く
ま
川
鉄
道
株
式
会
社
発
足

１
９
８
９
年
10
月
１
日

く
ま
川
鉄
道
湯
前
線
の
運
行
開
始

お
か
ど
め
幸
福
駅
・
公
立
病
院
前
駅
・

新
鶴
羽
駅
を
新
設

２
０
０
９
年
４
月
１
日

人
吉
駅
を
人
吉
温
泉
駅
・
免
田
駅
を
あ

さ
ぎ
り
駅
に
変
更

２
０
２
０
年
７
月
４
日

豪
雨
災
害
で
球
磨
川
第
四
橋
梁
流
失
、

５
両
の
車
両
が
浸
水
な
ど
甚
大
な
被
害

を
受
け
、全
線
運
休

２
０
２
０
年
７
月
20
日

代
替
輸
送
バ
ス
運
行
開
始

２
０
２
１
年
11
月
28
日

肥
後
西
村
駅
～
湯
前
駅
間
の
運
行
を
再
開

２
０
２
４
年
３
月
30
日

国
鉄
湯
前
線
開
業
か
ら
１
０
０
年

２
０
２
５
年
度

く
ま
川
鉄
道
全
線
復
旧（
予
定
）

Interview

鉄道は
心のつながりの場所

湯前線開業100 周年を
記念し、列車の先頭部に
特製ヘッドマークを取
り付けて運行中です！
期間：９月30 日まで
運行：肥後西村～湯前区
間、毎日運行

開業100 周年記念事業

ヘッドマーク運行 くまてつまつり
5 月５日に「湯前線100
周年記念くまてつまつ
り」を開催！子どもから
大人まで楽しめる鉄道
一色のイベントです。

湯前線100 周年を祝って、
くま川鉄道株式会社では
さまざまな記念事業が計
画されています。くわしく
は同社のホー
ムページをご
覧 く だ さ い。

▲ ホームページ
※写真は昨年開催の「秋のく

まてつまつり」の様子
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100th anniversary

く
ま
鉄
の
今

過
疎
地
域
の
公
共
交
通

　
国
鉄
時
代
か
ら
人
吉
球
磨
地
域

の
足
と
し
て
、多
く
の
人
た
ち
を

運
び
続
け
て
い
る
く
ま
川
鉄
道
。

過
疎
地
域
の
最
重
要
課
題
と
も
言

え
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の

影
響
は
、地
域
の
公
共
交
通
に
も

大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
く
ま
川
鉄
道
の
主
な
利
用
者
は

高
校
生
や
自
家
用
車
を
持
た
な
い

人
た
ち
。生
徒
数
が
年
々
減
少
す

る
こ
と
で
定
期
券
収
入
も
減
少
。

赤
字
経
営
が
続
く
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

災
害
と
コ
ロ
ナ

　
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
中
、

く
ま
川
鉄
道
に
さ
ら
な
る
試
練

が
。全
世
界
の
有
り
様
を
一
変
さ

せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
爆
発
的
な
感
染
拡
大
と

県
南
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、高
い
感
染
性
か
ら
人
の
動
き

を
制
限
し
、公
共
交
通
機
関
な
ど

の
経
営
に
大
打
撃
を
与
え
ま
し

た
。令
和
５
年
５
月
に
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
５
類
と
な
っ
た

～
令
和
２
年
７
月
豪
雨
を
乗
り
越
え
て
～

▲豪雨災害で浸水被害を受けた車両

こ
と
で
、人
の
動
き
は
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、公
共
交
通
機
関
が

受
け
た
損
失
は
依
然
、残
さ
れ
た

ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は

球
磨
川
第
四
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
の
流
失
や
保

有
す
る
全
車
両
が
水
没
す
る
な

ど
、く
ま
川
鉄
道
も
甚じ

ん

大だ
い

な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。３
両
を
復
旧
整

備
し
、現
在
は
湯
前
駅
～
肥
後
西

村
駅
間
の
部
分
運
行
を
行
っ
て
い

ま
す
。肥
後
西
村
駅
～
人
吉
温
泉

駅
間
は
代
替
バ
ス
で
対
応
中
。利

用
者
の
大
半
が
乗
り
換
え
を
余よ

ぎ儀

な
く
さ
れ
る
状
況
で
す
。

全
線
再
開
に
向
け
て

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
流

失
し
た
球
磨
川
第
四
橋
梁
の
復
旧

工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。同

工
事
を
含
め
、全
線
再
開
に
向
け

て
支
援
し
て
い
る
の
が「
く
ま
川

鉄
道
再
生
協
議
会
」で
す
。

　
同
協
議
会
で
は
地
元
自
治
体
や

関
係
団
体
な
ど
の
連
携
強
化
を
進

め
、支
援
策
や
利
活
用
促
進
策
な

ど
の
検
討
・
協
議
を
重
ね
て
い
ま

す
。今
後
は
上※

下
分
離
方
式
の
導

入
に
向
け
、鉄
道
施
設
な
ど
を
管

理
す
る
新
た
な
法
人
の
設
立
や
く

ま
川
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
移
管
す

る
鉄
道
施
設
な
ど
の
整
理
調
整
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　
部
分
運
行
で
高
校
生
の
通
学
の

足
と
し
て
再
開
し
た
く
ま
川
鉄

道
。以
前
は
始
発
か
ら
多
く
の
高

校
生
が
乗
り
込
む
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
が
、高
校
の
朝
課
外
授
業
が

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

1,415,071人

425,541人

▲30 年間で約100 万人減少している

【年間利用者数の推移】

無
く
な
っ
た
こ
と
で
、そ
の
風
景

は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
人
々
の
生
活
の
あ
り
方
で
鉄
道

を
取
り
巻
く
環
境
は
絶
え
ず
変
化

し
て
い
き
ま
す
が
、く
ま
川
鉄
道

は
今
日
も
変
わ
ら
ず
球
磨
盆
地
の

中
央
を
走
り
ま
す
。こ
の
風
景
が

次
の
１
０
０
年
ま
で
続
く
た
め
に

は
、私
た
ち
の
支
え
が
必
要
で
す
。

▲部分運行再開をみんなでお祝い

▼復旧作業中の球磨川第四橋梁（肥後西村駅～川村駅間）※
上
下
分
離
…
線
路
な
ど
の
施
設
管
理（
下

部
）と
車
両
な
ど
の
運
行
・
運
営（
上
部
）を

す
る
組
織
を
切
り
分
け
、下
部
と
上
部
の
会

計
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
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く
ま
鉄
の
今

過
疎
地
域
の
公
共
交
通

　
国
鉄
時
代
か
ら
人
吉
球
磨
地
域

の
足
と
し
て
、多
く
の
人
た
ち
を

運
び
続
け
て
い
る
く
ま
川
鉄
道
。

過
疎
地
域
の
最
重
要
課
題
と
も
言

え
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の

影
響
は
、地
域
の
公
共
交
通
に
も

大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
く
ま
川
鉄
道
の
主
な
利
用
者
は

高
校
生
や
自
家
用
車
を
持
た
な
い

人
た
ち
。生
徒
数
が
年
々
減
少
す

る
こ
と
で
定
期
券
収
入
も
減
少
。

赤
字
経
営
が
続
く
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

災
害
と
コ
ロ
ナ

　
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
中
、

く
ま
川
鉄
道
に
さ
ら
な
る
試
練

が
。全
世
界
の
有
り
様
を
一
変
さ

せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
爆
発
的
な
感
染
拡
大
と

県
南
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、高
い
感
染
性
か
ら
人
の
動
き

を
制
限
し
、公
共
交
通
機
関
な
ど

の
経
営
に
大
打
撃
を
与
え
ま
し

た
。令
和
５
年
５
月
に
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
５
類
と
な
っ
た

～
令
和
２
年
７
月
豪
雨
を
乗
り
越
え
て
～

▲豪雨災害で浸水被害を受けた車両

こ
と
で
、人
の
動
き
は
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、公
共
交
通
機
関
が

受
け
た
損
失
は
依
然
、残
さ
れ
た

ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は

球
磨
川
第
四
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
の
流
失
や
保

有
す
る
全
車
両
が
水
没
す
る
な

ど
、く
ま
川
鉄
道
も
甚じ

ん

大だ
い

な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。３
両
を
復
旧
整

備
し
、現
在
は
湯
前
駅
～
肥
後
西

村
駅
間
の
部
分
運
行
を
行
っ
て
い

ま
す
。肥
後
西
村
駅
～
人
吉
温
泉

駅
間
は
代
替
バ
ス
で
対
応
中
。利

用
者
の
大
半
が
乗
り
換
え
を
余よ

ぎ儀

な
く
さ
れ
る
状
況
で
す
。

全
線
再
開
に
向
け
て

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
流

失
し
た
球
磨
川
第
四
橋
梁
の
復
旧

工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。同

工
事
を
含
め
、全
線
再
開
に
向
け

て
支
援
し
て
い
る
の
が「
く
ま
川

鉄
道
再
生
協
議
会
」で
す
。

　
同
協
議
会
で
は
地
元
自
治
体
や

関
係
団
体
な
ど
の
連
携
強
化
を
進

め
、支
援
策
や
利
活
用
促
進
策
な

ど
の
検
討
・
協
議
を
重
ね
て
い
ま

す
。今
後
は
上※

下
分
離
方
式
の
導

入
に
向
け
、鉄
道
施
設
な
ど
を
管

理
す
る
新
た
な
法
人
の
設
立
や
く

ま
川
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
移
管
す

る
鉄
道
施
設
な
ど
の
整
理
調
整
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　
部
分
運
行
で
高
校
生
の
通
学
の

足
と
し
て
再
開
し
た
く
ま
川
鉄

道
。以
前
は
始
発
か
ら
多
く
の
高

校
生
が
乗
り
込
む
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
が
、高
校
の
朝
課
外
授
業
が

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

1,415,071人

425,541人

▲30 年間で約100 万人減少している

【年間利用者数の推移】

無
く
な
っ
た
こ
と
で
、そ
の
風
景

は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
人
々
の
生
活
の
あ
り
方
で
鉄
道

を
取
り
巻
く
環
境
は
絶
え
ず
変
化

し
て
い
き
ま
す
が
、く
ま
川
鉄
道

は
今
日
も
変
わ
ら
ず
球
磨
盆
地
の

中
央
を
走
り
ま
す
。こ
の
風
景
が

次
の
１
０
０
年
ま
で
続
く
た
め
に

は
、私
た
ち
の
支
え
が
必
要
で
す
。

▲部分運行再開をみんなでお祝い

▼復旧作業中の球磨川第四橋梁（肥後西村駅～川村駅間）※
上
下
分
離
…
線
路
な
ど
の
施
設
管
理（
下

部
）と
車
両
な
ど
の
運
行
・
運
営（
上
部
）を

す
る
組
織
を
切
り
分
け
、下
部
と
上
部
の
会

計
を
独
立
さ
せ
る
こ
と

▲通学のため車両に乗り込む生徒たち（あさぎり駅）

くま川鉄道利用者の声

◀�ファミリーマートIC 店（人吉

市鬼木町）前で代替バスを降

りる生徒。ここから徒歩で人

吉高校に

福田 陽
は る ね

音 さん
（球磨中央高３年＝水上村）

　入学時はバス通学でしたが、

１年生の後半から部分運行が

始まり、くま川鉄道を利用し始

めました。友達と楽しく会話し

たり、車内から見る夕焼けはと

てもきれいで癒されます。

　くま川鉄道の存在は生徒に

とっても、地域にとっても大切

だと思うので、少しでも早い全

線復旧を願っています。

生徒にとっても、地域にとっても大切な存在

左）尾方 亮太 さん（球磨工業高２年＝多良木町）

　  黒木 翔太 さん（　〃　＝あさぎり町）

尾方さん）くま川鉄道

がなかったら、親に送

迎してもらう方法しか

なく、それでは親に大

きな負担がかかると思

うので、鉄道の存在は

ありがたいです。

黒木さん）鉄道のおか

げで毎日楽しく登下校

できています。

親への負担が減って助かっています

おはようございます
行ってきます！
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く
ま
鉄
の
魅
力
～
全
国
の
鉄
道
フ
ァ
ン
も
注
目
～

▲普段見ることのできない景色がたくさん

▲輪っかの下のバッグにタブレットがある

▲周辺は「幸福」一色のおかどめ幸福駅

我ら、くま鉄応援団！

寄付やグッズ購入などでくま鉄を応援する人は全国に。その中で、テレビ番組を

通してくま川鉄道の永江社長と出会い、社長公認の「くま川鉄道東京支社」とし

てボランティアで応援活動をする夫婦にくま鉄への思いを聞きました。

現
存
す
る
唯
一
の「
幸
福
」駅

　
く
ま
川
鉄
道
の
駅
に
は「
お
か
ど
め

幸
福
駅
」と
い
う
名
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

く
ま
川
鉄
道
が
Ｊ
Ｒ
か
ら
湯
前
線
を
引

き
継
い
だ
と
き
に
新
設
さ
れ
た
駅
で
、

日
本
で
唯
一「
幸
福
」の
名
が
つ
く
現
役

の
駅
で
す
。駅
近
く
に
幸
福
神
社
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
岡お

か
ど
め
く
ま
の
ざ

留
熊
野
座
神
社

が
あ
る
こ
と
が
名
前
の
由
来
で
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
台
湾
国
内
で
唯
一

「
幸
福
」の
名
が
つ
く
、台
湾
新し

ん
ぺ
い北

Ｍ
Ｒ

Ｔ
の
幸
福
駅
と
、幸
福
の
つ
く
同
駅
名

の
友
好
提
携
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。台

湾
と
日
本
、新
北
市
と
人
吉
球
磨
間
の

文
化
・
経
済
交
流
を
通
し
て
、さ
ら
な

る
観
光
客
の
増
加
が
望
ま
れ
ま
す
。

九
州
で
唯
一
の
風
景
が
見
ら
れ
る

　
か
つ
て
日
本
中
の
鉄
道
で
見
ら
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
交
換
の
風
景
。タ
ブ
レ
ッ

ト
交
換
と
は
、１
つ
の
路
線
を
走
る
列

車
同
士
の
衝
突
を
防
ぐ
た
め
に
金
属
製

の
円
盤（
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
タ
フ
）を

持
っ
た
列
車
だ
け
が
線
路
を
走
る
仕
組

み
の
こ
と
。あ
さ
ぎ
り
駅
に
は
交
換
の

風
景
が
残
っ
て
い
て
、全
国
的
に
も
希

少
な
た
め
、こ
の
交
換
を
見
る
た
め
だ

け
に
訪
れ
る
ほ
ど
鉄
道
マ
ニ
ア
か
ら
人

気
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
被
災
に
よ
る
影
響
で
、全
線

復
旧
ま
で
の
間
、形
の
違
う
ス
タ
フ
同

士
の
交
換
を
行
う
こ
と
で
、安
全
な
運

行
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
で
レ
ー
ル
上
を
走
れ
る
？

　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
線
路
上
を
走

る
レ
ー
ル
サ
イ
ク
ル『
く
ま
チ
ャ
リ
』。

全
線
復
旧
ま
で
の
期
間
限
定
イ
ベ
ン
ト

で
す
。現
役
の
鉄
道
レ
ー
ル
を
走
る
と

い
う
、今
し
か
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

が
楽
し
め
ま
す
。コ
ー
ス
は
十
島
菅
原

神
社
付
近
～
相
良
藩
願
成
寺
付
近
の
往

復
約
４
㌔
。木
々
で
つ
く
ら
れ
た
自
然

の
森
の
ト
ン
ネ
ル
や
球
磨
川
、人
吉
の

街
並
み
を
望
め
る
走
り
や
す
い
コ
ー

ス
を
走
行
し
ま
す
。「
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
」

と
い
う
音
は
列
車
そ
の
も
の
。電
動
ア

シ
ス
ト
付
き
で
爽
快
に
楽
し
め
ま
す
。

こ
と
し
は
３
月
２
日
か
ら
運
行
開
始
予

定
。現
在
受
付
中
で
す
。

　永江社長との出会いは約７年前。ほかの鉄道事業者の手伝いをしていた私たちに、社
長から「鉄道イベントに参加したいが、社員２～３人の交通費や宿泊費などがかかるた
め参加は厳しい状況。手伝ってもらえないだろうか」と依頼があり、回数を重ねるうちに
くま川鉄道東京支社として活動するようになりました。
　令和２年７月豪雨被災前は、お客さまに「くま川鉄道はどこを走っているの？」と聞か
れることが多かったのですが、被災後は「頑張ってください」「全線開通したら乗りに行
きます」と励ましの声を多くかけてもらうようになり、皆さまの応援が我が事のように
うれしく感謝しています。一日も早く全線復旧できるよう、東京支社としてこれからも
応援し続けます。

Interview

▲鉄道イベントがある

　と聞けば無償でどこ

　へでも駆け付け、グッ

　ズ販売などに協力す

　る杉山夫妻

東京支社長  杉山 江
え り こ

利子 さん（東京都) / 副支社長  杉山 聡
さとし

 さん（北海道)

く
ま
鉄
の
未
来

鉄
道
復
旧
に
懸
け
る
思
い

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
く

ま
川
鉄
道
が
甚じ

ん
だ
い大

な
被
害
を
受
け

た
と
き「
赤
字
が
年
間
８
千
万
円

あ
る
会
社
な
の
に
50
億
円
も
の
費

用
を
掛
け
て
鉄
道
を
復
活
さ
せ
る

の
は
ど
う
か
」と
い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
が「
復
旧
＝
存
続
」「
復
旧

し
な
か
っ
た
ら
廃
線
」に
な
る
と

思
い
、高
校
生
の
通
学
の
足
が
ど

う
な
る
の
か
を
一
番
に
考
え
ま
し

た
。そ
こ
で
、目
的
地
ま
で
の
所
要

時
間
が
短
い
速
達
性
や
大
量
輸
送

性
、正
確
に
到
着
す
る
定
時
性
な

ど
の
利
便
性
、運
行
費
用
な
ど
を

バ
ス
な
ど
の
ほ
か
の
交
通
手
段
と

比
較
。そ
の
結
果
、鉄
道
が
ま
だ
ま

だ
優
位
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
、お
金
を
掛
け
て
で
も
復
活
し

た
方
が
こ
の
地
域
に
と
っ
て
最
善

だ
と
い
う
こ
と
に
。１
日
も
早
い

鉄
道
の
復
旧
・
復
興
が
責
務
だ
と

思
い
、社
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
復
旧
・
復
興
事
業
と
同
時
に
通

常
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

～
こ
れ
か
ら
も
人
吉
球
磨
に
は
く
ま
鉄
が
必
要
～

赤
字
対
策
に
動
画
配
信

　
収
入
源
を
増
や
す
取
組

と
し
て
、
令
和
４
年
６
月
に

Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
く
ま
鉄
チ
ャ
ン
ネ
ル
」を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。現
在（
１
月
末
時
点
）、

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
は
約
３
千

人
。公
開
し
た
動
画
を
再
生
す
る

こ
と
で
、く
ま
川
鉄
道
に
収
入
が

入
り
ま
す
。こ
の
収
入
で
少
し
で

も
赤
字
を
補
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、鉄
道
に
投
じ
ら
れ
て
い
る
補

助
金
を
医
療
や
福
祉
、教
育
に
回

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え

て
い
ま
す
。人
吉
球
磨
の
皆
さ
ん

に
も
ぜ
ひ
視
聴
し
て
い
た
だ
き
、

協
力
し
て
ほ
し
い
で
す
。

鉄
道
が
必
要
な
理
由

　
現
在
、湯
前
駅
～
肥
後
西
村
駅

間
で
部
分
運
行
を
し
な
が
ら
、令

和
７
年
度
の
全
線
開
通
に
向
け
て

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。く
ま
川

鉄
道
が
ほ
か
の
輸
送
手
段
よ
り
優

位
で
あ
る
以
上
、全
線
開
通
後
も

存
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、

利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
す
。存
続
で
き
な
け
れ
ば
、

通
学
す
る
手
段
が
無
い
高
校
生
が

不
便
さ
を
理
由
に
人
吉
球
磨
を
出

て
い
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。人
口

流
出
は
少
子
化
が
進
む
人
吉
球
磨

の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
る
可
能
性

も
…
。鉄
道
の
存
続
で
高
校
生
の

通
学
の
利
便
性
を
保
ち
、地
元
に

残
り
や
す
い
環
境
を
作
り
出
す
こ

と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。こ
の
こ
と
は
、地
域
経
済
を

考
え
る
と
、鉄
道
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
地
域
全
体
の
問
題
と
し
て

捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
人
吉
球
磨
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ

く
ま
川
鉄
道
が
必
要
で
す
。湯
前

線
開
業
１
０
０
周
年
を
お
祝
い
す

る
と
と
も
に
、こ
れ
を
機
に「
地
域

公
共
交
通
を
み
ん
な
で
大
切
に
し

て
い
こ
う
」と
い
う
、さ
ら
な
る
気

運
の
高
ま
り
を
地
域
全
体
で
図
っ

て
い
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

くま川鉄道株式会社取締役社長

永
な が え

江 友
ゆ う じ

二 さん（59 ＝人吉市）

列車通学の経験はないが、五高校体育大会の応援に行くため
に湯前線を利用していた。列車通学の同級生から列車内での
出来事を聞くのがとてもおもしろかったことを覚えている。

チャンネルを登録して、くま鉄を応援しよう！

　くま川鉄道株式会社が運営するYouTube チャン
ネル「くま鉄チャンネル」では、くま川鉄道の魅力や
沿線地域の魅力、被災後の状況や全線復旧までの出
来事、鉄道の豆知識などを発信しています。チャン
ネルを登録してぜひご覧ください。

◀ 一番人気の動画「【密

着】鉄道の車掌って

どんな仕事？」

▲ くま鉄チャンネル
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く
ま
鉄
の
未
来

鉄
道
復
旧
に
懸
け
る
思
い

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
く

ま
川
鉄
道
が
甚じ

ん
だ
い大

な
被
害
を
受
け

た
と
き「
赤
字
が
年
間
８
千
万
円

あ
る
会
社
な
の
に
50
億
円
も
の
費

用
を
掛
け
て
鉄
道
を
復
活
さ
せ
る

の
は
ど
う
か
」と
い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
が「
復
旧
＝
存
続
」「
復
旧

し
な
か
っ
た
ら
廃
線
」に
な
る
と

思
い
、高
校
生
の
通
学
の
足
が
ど

う
な
る
の
か
を
一
番
に
考
え
ま
し

た
。そ
こ
で
、目
的
地
ま
で
の
所
要

時
間
が
短
い
速
達
性
や
大
量
輸
送

性
、正
確
に
到
着
す
る
定
時
性
な

ど
の
利
便
性
、運
行
費
用
な
ど
を

バ
ス
な
ど
の
ほ
か
の
交
通
手
段
と

比
較
。そ
の
結
果
、鉄
道
が
ま
だ
ま

だ
優
位
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
、お
金
を
掛
け
て
で
も
復
活
し

た
方
が
こ
の
地
域
に
と
っ
て
最
善

だ
と
い
う
こ
と
に
。１
日
も
早
い

鉄
道
の
復
旧
・
復
興
が
責
務
だ
と

思
い
、社
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
復
旧
・
復
興
事
業
と
同
時
に
通

常
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

～
こ
れ
か
ら
も
人
吉
球
磨
に
は
く
ま
鉄
が
必
要
～

赤
字
対
策
に
動
画
配
信

　
収
入
源
を
増
や
す
取
組

と
し
て
、
令
和
４
年
６
月
に

Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
く
ま
鉄
チ
ャ
ン
ネ
ル
」を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。現
在（
１
月
末
時
点
）、

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
は
約
３
千

人
。公
開
し
た
動
画
を
再
生
す
る

こ
と
で
、く
ま
川
鉄
道
に
収
入
が

入
り
ま
す
。こ
の
収
入
で
少
し
で

も
赤
字
を
補
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、鉄
道
に
投
じ
ら
れ
て
い
る
補

助
金
を
医
療
や
福
祉
、教
育
に
回

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え

て
い
ま
す
。人
吉
球
磨
の
皆
さ
ん

に
も
ぜ
ひ
視
聴
し
て
い
た
だ
き
、

協
力
し
て
ほ
し
い
で
す
。

鉄
道
が
必
要
な
理
由

　
現
在
、湯
前
駅
～
肥
後
西
村
駅

間
で
部
分
運
行
を
し
な
が
ら
、令

和
７
年
度
の
全
線
開
通
に
向
け
て

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。く
ま
川

鉄
道
が
ほ
か
の
輸
送
手
段
よ
り
優

位
で
あ
る
以
上
、全
線
開
通
後
も

存
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、

利
用
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
す
。存
続
で
き
な
け
れ
ば
、

通
学
す
る
手
段
が
無
い
高
校
生
が

不
便
さ
を
理
由
に
人
吉
球
磨
を
出

て
い
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。人
口

流
出
は
少
子
化
が
進
む
人
吉
球
磨

の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
る
可
能
性

も
…
。鉄
道
の
存
続
で
高
校
生
の

通
学
の
利
便
性
を
保
ち
、地
元
に

残
り
や
す
い
環
境
を
作
り
出
す
こ

と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。こ
の
こ
と
は
、地
域
経
済
を

考
え
る
と
、鉄
道
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
地
域
全
体
の
問
題
と
し
て

捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
人
吉
球
磨
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ

く
ま
川
鉄
道
が
必
要
で
す
。湯
前

線
開
業
１
０
０
周
年
を
お
祝
い
す

る
と
と
も
に
、こ
れ
を
機
に「
地
域

公
共
交
通
を
み
ん
な
で
大
切
に
し

て
い
こ
う
」と
い
う
、さ
ら
な
る
気

運
の
高
ま
り
を
地
域
全
体
で
図
っ

て
い
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

くま川鉄道株式会社取締役社長

永
な が え

江 友
ゆ う じ

二 さん（59 ＝人吉市）

列車通学の経験はないが、五高校体育大会の応援に行くため
に湯前線を利用していた。列車通学の同級生から列車内での
出来事を聞くのがとてもおもしろかったことを覚えている。

チャンネルを登録して、くま鉄を応援しよう！

　くま川鉄道株式会社が運営するYouTube チャン
ネル「くま鉄チャンネル」では、くま川鉄道の魅力や
沿線地域の魅力、被災後の状況や全線復旧までの出
来事、鉄道の豆知識などを発信しています。チャン
ネルを登録してぜひご覧ください。

◀ 一番人気の動画「【密

着】鉄道の車掌って

どんな仕事？」

▲ くま鉄チャンネル
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１
月
19
日
、
令
和
５
年
度
錦
町
子
ど

も
議
会
が
錦
町
役
場
議
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
「
子
ど
も
議
会
」
を
通

し
て
、
議
会
の
仕
組
み
と
町
の
将
来
を

考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
錦
中
学
校
の
３

年
生
か
ら
議
長
２
人
、
質
問
者
９
人
の

計
11
人
が
出
席
。

　

質
問
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

「
錦
町
の
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て
」

１
番　
大
洲　
緋
夏

【
質
問
】　
日
本

全
体
が
少
子
化

の
中
で
、
出
産

や
子
育
て
に
対

す
る
支
援
と
し

て
、
特
に
経
済
的
な
面
の
支
援
策
が
あ

り
ま
す
か
。

【
答
弁
】　
少
子
化
対
策
と
し
て
、
結
婚

相
談
事
業
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
お
見
合

い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
錦
町
で
新
生
活
を
始
め
ら
れ

た
夫
婦
世
帯
に
は
、
引
っ
越
し
費
用
、

家
賃
１
月
分
、
敷
金
、
不
動
産
業
者
へ

の
仲
介
手
数
料
や
住
宅
購
入
費
の
補
助

金
と
し
て
、
最
大
60
万
円
を
補
助
金
と

し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
出

産
時
に
は
、
子
宝
祝
金
と
し
て
、
１
人

目
の
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
だ
お
母
さ
ん
に

15
万
円
、
２
人
目
20
万
円
、
３
人
目
以

降
25
万
円
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
、
あ
る
程
度
大
き
く
な
っ

た
ら
、
保
育
園
や
こ
ど
も
園
で
、
保
育

や
教
育
を
さ
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
保
育
園
、
こ
ど
も
園
で
の
給
食
費

は
無
料
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療

費
を
助
成
し
て
、
個
人
負
担
が
な
く
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
）

　

こ
れ
ま
で
も
英
語
検
定
を
受
験
す
る

方
の
費
用
や
自
転
車
通
学
生
徒
の
点
検

費
用
の
一
部
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
他
に
も
部
活
動
を
行
う
た
め
の
運
営

費
の
補
助
な
ど
学
校
生
活
で
の
活
動
に

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
令

和
４
年
10
月
か
ら
始
め
て
お
り
、
今
年

度
か
ら
は
、
修
学
旅
行
に
係
る
費
用
の

半
額
補
助
や
入
学
祝
い
金
を
支
給
し

て
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
対
策
を
行
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
様
々

な
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
保

護
者
の
方
が
で
き
る
だ
け
負
担
が
少
な

く
な
る
よ
う
、
そ
し
て
皆
さ
ん
が
充
実

し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。�

（
教
育
振
興
課
）

「
超
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
う

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

2
番　
榎
木　
友
仁

【
質
問
】　
超
高

齢
化
社
会
が
進

ん
で
い
く
中
で

「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

【
答
弁
】　
町
で
策
定
す
る
介
護
保
険
事

業
計
画
に
も
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

向
け
た
中
核
的
機
関
と
し
て
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
は
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支

援
専
門
員（
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
、

総
合
相
談
所
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、

介
護
・
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
様
々
な

側
面
か
ら
、
高
齢
者
の
生
活
上
の
困
り

ご
と
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
役

割
は
、
大
き
く
分
け
る
と
「
介
護
予
防

支
援
事
業
」
と
「
包
括
的
支
援
事
業
」

の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
介
護
予
防
支
援
事
業
」
は
、
介
護

が
必
要
な
状
態
の
手
前
で
あ
る
「
要

支
援
」
と
認
定
さ
れ
た
方
な
ど
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、高
齢
者
の
状
態
に
合
っ

た
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
「
包
括
的
支
援
事
業
」
に
は
次
の
４

つ
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

①�

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

②�

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
事
業

③�

総
合
相
談
支
援
事
業

④�

権
利
擁
護
事
業

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
日
々
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

期
待
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
で
す
が
、
医
療
と
介
護
の
連
携
や
地

域
格
差
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

周
知
な
ど
の
様
々
な
課
題
も
あ
り
、
高

齢
者
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
環
境
と
な

る
よ
う
に
課
題
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。�

（
保
険
政
策
課
）

「
錦
町
役
場
等
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」

3
番　
山
富　
祐
翔

【
質
問
】　
全
国

の
自
治
体
で

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し

て
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
策
や

予
防
策
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

【
答
弁
】　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
が
生
じ
た
場
合
に
適

切
な
対
応
を
行
う
た
め
、「
錦
町
職
員

に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
関

す
る
規
程
」
と
「
錦
町
職
員
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
等
に
関
す
る
指
針
」
を
令

和
３
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
役
場
に
は
、
職
員
の
心
身
の
健

康
維
持
・
増
進
、
職
場
環
境
の
改
善
を

検
討
す
る
組
織
と
し
て
衛
生
委
員
会
が

あ
り
、
衛
生
委
員
会
主
催
で
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
関
す
る
講
演
会
を
実
施
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
や
個
人
情
報
保
護
に
関

す
る
情
報
提
供
、
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
11
月
に
は
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
未
然
防
止
力
向
上
研
修
」
を
課

長
職
全
員
に
受
講
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
来
年
度
以
降
も
課
長
補
佐
・
主
幹
・

係
長
と
順
次
研
修
を
受
講
し
て
も
ら
う

予
定
で
す
。
同
じ
よ
う
な
言
動
で
も
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
場

合
と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
り
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
は
日
頃
か
ら
の
多
く

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
土
台
の
上

に
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
重
要
と
の

こ
と
で
、
ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
継
続

し
て
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
総
務
課
）

「
錦
町
の
移
動
販
売
車
事
業
」

4
番　
津
志
田　
優
子

【
質
問
】　
現
在
、

行
っ
て
い
る
移

動
販
売
車
の
存

在
を
町
民
に
広

め
る
こ
と
、
利

用
機
会
の
増
進
を
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。

【
答
弁
】　
平
成
28
年
５
月
か
ら
、
１
人

で
買
い
物
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
の
方
の
た
め
に
、
イ
ス
ミ
錦
店
が
、

移
動
販
売
車
に
し
き
「
か
い
モ
ン
号
」

を
運
行
し
て
い
ま
す
。「
か
い
モ
ン
号
」

は
、町
内
を
３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
け
て
、

Ａ
コ
ー
ス
が
月
・
金
曜
日
、
Ｂ
コ
ー
ス

が
火
曜
日
、
Ｃ
コ
ー
ス
が
水
・
土
曜
日

に
移
動
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と

月
に
延
べ
７
５
０
人
程
度
の
利
用
が
あ

り
、
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
の

方
で
す
。「
か
い
モ
ン
号
」
で
は
、
主

に
野
菜
、
果
物
、
魚
、
肉
な
ど
の
生

鮮
食
品
や
お
惣
菜
、
お
菓
子
な
ど
約

４
０
０
種
類
の
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

　
「
移
動
販
売
車
の
存
在
を
広
め
る
こ

と
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々

な
場
面
で
周
知
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
更
な
る
周
知
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。「
移
動
販
売
車
の
利
用
機

会
の
増
進
」
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
な

ど
の
状
況
か
ら
現
在
の
運
用
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
以
上
増

や
す
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
か
と
は
考

え
ま
す
が
、
今
後
、
高
齢
者
が
増
え
る

こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
も
増
え
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
イ
ス
ミ
錦
店

で
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。�

（
保
険
政
策
課
）

令
和
５
年
度

　

錦
町
子
ど
も
議
会　

開
会

（
錦
中
学
校
）

豊永��優吾�議長内山��梓美�議長
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「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
」

5
番　
永
井　
花
歩

【
質
問
】　
こ
れ

ま
で
行
わ
れ
て

き
た
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
町
負
担

に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

　

ま
た
、
感
染
症
法
で
同
じ
５
類
に

分
類
さ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
な
ど
の
推
進
や
費
用
軽

減
な
ど
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

【
答
弁
】　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
に
つ

い
て
は
、
町
で
は
高
齢
者
の
発
病
ま
た

は
そ
の
重
症
化
防
止
を
目
的
と
し
て
補

助
を
行
い
多
く
の
方
が
接
種
さ
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
予

防
接
種
を
受
け
る
日
に
満
65
歳
以
上
の

方
、
ま
た
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
所
持
者
の

方
に
対
し
接
種
費
用
の
約
３
割
相
当
の

１
，
５
０
０
円
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
で

は
１
，
９
２
２
人
、
令
和
４
年
度
で
は

１
，８
７
５
人
が
接
種
を
さ
れ
ま
し
た
。

64
歳
以
下
の
一
般
の
方
は
任
意
接
種
と

な
り
、
各
医
療
機
関
で
定
め
ら
れ
た
接

種
費
用
を
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
こ
れ
ま
で
の

様
に
無
料
で
は
な
く
、
令
和
６
年
度
か

ら
は
自
己
負
担
が
発
生
し
ま
す
。
現
在

国
が
示
し
て
い
る
定
期
接
種
に
お
け
る

標
準
的
な
接
種
費
用
は
、
７
，
０
０
０

円
と
し
て
積
算
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳

細
が
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
自
己
負
担
を

ど
れ
く
ら
い
に
す
る
か
は
今
後
の
検
討

事
項
と
な
り
ま
す
。
仮
に
、
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
、
対
象
者
に

３
割
負
担
い
た
だ
く
と
す
れ
ば
、
２
，

１
０
０
円
で
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

（
健
康
増
進
課
）

「
錦
町
の
農
業
政
策
」6番　

上
淵　
心
琴

【
質
問
】　
農
家

数
が
減
っ
て
い

る
中
で
、
農
業

を
活
性
化
さ
せ
、

発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
の
施
策
と
し
て
、
人
材
確
保
の

面
や
流
通
・
販
売
の
促
進
の
面
で
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
農
家
を
始
め
た
い
と
考
え
て

い
る
方
へ
、
ど
の
よ
う
な
支
援
や
援
助

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
答
弁
】　
ま
ず
人
材
の
確
保
対
策
と
し

て
、
新
規
就
農
者
に
対
し
就
農
初
期
の

収
入
が
安
定
し
な
い
時
期
の
支
援
と
し

て
年
間
75
万
円
～
１
５
０
万
円
を
３
年

～
５
年
間
給
付
す
る
事
業
を
い
、
こ
れ

ま
で
国
、
町
の
事
業
合
わ
せ
て
61
人
の

方
が
受
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
給
付
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

新
規
就
農
者
に
対
し
、
経
営
・
技
術
・

資
金
・
農
地
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
か
ら
な

る
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
設
置
。
次
に
、

農
作
業
の
省
力
化
を
図
り
高
齢
に
な
っ

て
も
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
、
ま

た
、
農
作
業
の
負
担
の
軽
減
・
効
率
化

に
よ
り
、
新
規
就
農
者
が
参
入
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
。

　

ま
た
、
流
通
・
販
売
の
促
進
の
面
で
、

県
や
農
協
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
、
販
路
の
拡
大
の
研
究
や
そ
れ

に
対
す
る
補
助
な
ど
行
っ
て
お
り
、
作

物
に
関
し
て
も
人
吉
球
磨
地
域
の
特
色

を
生
か
し
、
地
域
に
適
し
た
収
入
増
に

結
び
付
く
作
物
の
選
定
を
行
い
、
推
奨

作
物
と
し
て
農
業
者
へ
の
情
報
提
供
お

よ
び
作
付
け
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

　

最
後
に
、
新
し
く
農
家
を
始
め
た
い

方
に
は
、
先
ほ
ど
説
明
し
ま
し
た
新
規

就
農
者
の
支
援
と
併
せ
て
、「
く
ま
も

と
農
業
経
営
継
承
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
、

農
業
を
辞
め
よ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る

方
の
土
地
・
農
機
具
や
施
設
な
ど
を
、

新
し
く
農
業
を
始
め
た
い
方
に
譲
り
移

す
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
農
林
振
興
課
）

「
錦
町
の
外
灯
」

7
番　
桒
原　
隆
誠

【
質
問
】　
錦
町

は
、
国
道
沿
い

は
明
る
い
の
で

す
が
、
そ
れ
以

外
の
道
路
は
大

変
暗
く
危
険
を
感
じ
る
の
で
、
経
済
的

な
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
付
き
外
灯
を
設
置

し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
答
弁
】　
昨
年
度
は
外
灯
を
16
基
新
設

し
、
今
年
度
も
設
置
予
定
も
含
め
て
新

た
に
16
基
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
町
で
設
置
し
た
外

灯
は
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
年
数
が
経

過
し
て
故
障
す
る
外
灯
も
多
く
、
そ
れ

ら
の
修
繕
・
取
替
も
年
間
60
基
以
上

行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
外
灯
に
つ
い
て
対

応
は
し
て
お
り
ま
す
が
、
質
問
議
員
が

言
わ
れ
る
よ
う
な
暗
く
危
険
な
箇
所
に

つ
い
て
は
、
地
域
か
ら
の
要
望
を
も
と

に
今
後
も
解
消
を
進
め
ま
す
。
今
回
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
付
き
外
灯
の
ご
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
町
で
は
、

電
柱
に
つ
け
て
電
力
供
給
を
受
け
る
外

灯
が
値
段
も
安
価
で
簡
易
に
早
く
設
置

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
主
に
そ
ち
ら
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

付
き
外
灯
は
、
蓄
電
装
置
が
必
要
な
た

め
設
置
費
用
が
高
価
で
、
設
置
後
一
定

期
間
を
過
ぎ
る
と
蓄
電
池
の
交
換
も
出

て
く
る
な
ど
維
持
管
理
費
用
も
高
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
電
力
供
給
が
比

較
的
容
易
に
で
き
る
場
所
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
外
灯
が
適
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
電
力
供
給
の
問

題
か
ら
設
置
が
困
難
な
場
所
や
想
定
以

上
の
経
費
が
か
か
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
付
き
外
灯
が
適
し
て

い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
区
か

ら
の
設
置
要
望
箇
所
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
設
置
費
用
や
修
繕
費
用
、
機
器
の

交
換
な
ど
含
ん
だ
維
持
管
理
費
用
な
ど

総
合
的
に
比
較
し
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

付
き
外
灯
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
総
務
課
）

「
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
施
設
の
設
置
」

8
番　
木
下　
風
汰

【
質
問
】　
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

影
響
で
、ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
人
気
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
く
ら
ん
ど
公
園
に
い
く

つ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
を
作
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【
答
弁
】　
特
定
の
種
目
に
特
化
し
て

整
備
い
た
し
ま
す
と
、
特
定
の
方
の

利
用
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
く
ら
ん
ど
公
園
は
、
お

子
様
連
れ
の
利
用
者
、
学
校
の
遠
足
、

あ
る
い
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽

し
ま
れ
る
方
、
草
ス
キ
ー
や
遊
具
を

楽
し
ま
れ
る
方
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
場
と
い
う
よ
う
に
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

公
園
と
し
て
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
は
、

現
状
の
く
ら
ん
ど
公
園
を
維
持
し
な

が
ら
、
利
用
者
の
皆
様
に
満
足
い
た

だ
け
る
魅
力
あ
る
公
園
と
し
て
必
要

な
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
企
画
観
光
課
）

「
町
長
の
こ
れ
ま
で
の
業
績
と
今
後
の

展
望
」

9
番　
恒
松　
直
希

【
質
問
】　
森
本

町
長
は
平
成
18

年
に
初
当
選
さ

れ
て
以
来
、
５

期
17
年
に
わ

た
っ
て
現
在
も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
町
政
の
中
で
、
最

も
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
事
業
は
な
ん

で
す
か
。

【
答
弁
】　
町
長
は
、
初
当
選
さ
れ
て
以

来
、
現
在
ま
で
17
年
に
わ
た
っ
て
町
行

政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
行
政
運
営
に
当
た

ら
れ
て
い
ま
す
。
町
長
が
特
に
重
要
な

課
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
を

い
く
つ
か
挙
げ
ま
す
と
、
ま
ず
子
育
て

対
策
で
す
。
中
学
生
３
年
生
ま
で
の
医

療
費
無
償
化
（
現
在
で
は
高
校
３
年
生

ま
で
拡
大
）
や
な
ど
の
成
果
も
あ
り
、

錦
町
は
合
計
特
殊
出
生
率
が
２
・
26
で

県
内
１
位
、
全
国
の
１
７
１
８
市
町
村

の
中
で
９
位
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
ご
高
齢
の
方
な
ど
に
と
っ
て

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
と

し
て
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
く
ら
ん
ど
号

や
移
動
販
売
車
か
い
モ
ン
号
の
運
行
を

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
の
活
力
を
高
め
る

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
総
務
課
）

森本町長（左から３番目）と毎床教育長
（右）と参加した生徒
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２
月
４
日
、
町
内
一
円
で
第
68
回
分

館
対
抗
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

同
大
会
は
、
錦
町
役
場
前
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
全
10
区
間
（
17
・

15
㎞
）
を
全
22
チ
ー
ム
が
タ
ス
キ
を
繋

ぎ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
１
区
、
２
区
と
連
続
で

区
間
賞
を
取
っ
た
12
分
館
が
、
１
度
も

先
頭
を
譲
ら
な
い
完
璧
な
レ
ー
ス
運
び

で
他
の
チ
ー
ム
を
寄
せ
つ
け
ず
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

○
成
績
一
覧

優
勝　
　
12
分
館

準
優
勝　
５
分
館

３
位　
　
９
分
館

躍
進
賞　
20
分
館
（
16
位
→
７
位
）

○
区
間
賞
　
※
（  

）
内
は
分
館

１
区　
　
勇　
　
堅
斗
（
12
）

２
区　
　
久
保
山
聖
那
（
12
）

３
区　
　
古
山　
　
駈
（
26
）

４
区　
　
吉
田　
誠
二
（
26
）

５
区　
　
鶴
田　
叶
華
（
24
）

６
区　
　
赤
川
宗
一
郎
（
９
）

７
区　
　
田
頭　
陽
音
（
８
）

８
区　
　
古
里　
一
樹
（
４
）

９
区　
　
西　
　
翔
永
（
13
）

10
区　
　
大
森　
光
春
（
25
）

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
表
彰

10
分
館　
深
水　
達
也
・
聖
也
・
煌
輝

20
分
館　
豊
永　
誠
・
大
成
・
明
李
凪

25
分
館　
濱
﨑　
良
史
・
雄
大
・
心
結

○
出
場
回
数
表
彰

10
回
出
場

４
分
館　
　
樋
口　
純
也

10
分
館　
　
荒
毛　
力
弘

13
分
館　
　
桒
原
宗
之
進

13
分
館　
　
瀬
高　
　
隆

20
回
出
場

13
分
館　
　
西　
　
隆
浩

30
回
出
場

13
分
館　
　
淵
田　
瑞
穂

40
回
出
場

24
分
館　
　
寺
田　
克
彦

第 68 回分館対抗駅伝大会
12 分館 完全優勝！！

１区スタート直後　　

７区：�白熱したデットヒー
トを繰り広げる

選手宣誓を行う５分館の倉本選手

優勝した 12分館の皆さん 10区：優勝を決めた 12分館の永椎選手
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交際費執行状況表（１月分）

弾道ミサイル落下時の行動について

支払日 件　　名 金　額 相 手 先

町 長

１月 15 日 香典　錦町議会副議長（母） 5,000 円 石松家

１月 18 日 令和 5 年度第 62 回農林水産祭天皇杯
受賞祝賀会会費 10,000 円

㈱有田牧場「農林水
産祭天皇杯」受賞祝
賀会事務局

議 長 １月 30 日 出初式お樽 59,332 円 錦町消防団

　弾道ミサイルは、発射からわずか 10分もしないうちに到達する可能性もありま
す。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、国からの緊急情報を瞬時に伝
える「Jアラート」を活用して、防災行政無線で特別なサイレン音とともにメッセー
ジを流すほか、緊急速報メール等により緊急情報をお知らせします。

行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

事前に確認しておきましょう

　ミサイル落下時には、こちらから政府の
対応状況をご覧になれます

首相官邸
ホームページ

http://www.kokuminhogo.
go.jp/gaiyou/shiryou/hogo_
manual.html

www.kantei.go.jp/

❶速やかな避難行動　❷正確かつ迅速な情報収集

メッセージが流れたら
落ち着いて、直ちに行動してください。

物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部を守る。

近くの建物の中か地下に避難。
（注）できれば頑丈な建物が望ましいもの
の、近くになければ、それ以外の建物で
も構いません。

●�屋外にいる場合 : 口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、密閉性の
高い屋内または風上へ避難する。

●�屋内にいる場合 : 換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉する。

国民保護ポータルサイト
武力攻撃やテロなどから身を守るために

@Kantei_Saigai
首相官邸災害・危機管理情報

Xアカウント

近くに
ミサイル
落下

（例）直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物の中、又は地下に避難して
ください。ミサイルが、●時●分頃、●●県周辺に落下するものとみら
れます。直ちに避難してください。

J アラート

野外にいる場合 建物がない場合 屋内にいる場合
窓から離れるか、

窓のない部屋に移動する。
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Nishiki  Topics
祝百歳の祝状贈呈

濱川ヤチヨさん・福永ミサエさん

　
１
月
20
日
、
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

た
福
永
ミ
サ
エ
さ
ん
（
一
武
中
島
）
と
、
２

月
１
日
同
じ
く
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
濱
川
ヤ

チ
ヨ
さ
ん
（
一
武
下
忠
ヶ
原
）
へ
森
本
町
長

か
ら
百
歳
の
祝
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
福
永
さ
ん
は
、
自
分
の
楽
し
み
を
持
ち
お

元
気
で
、
ご
家
族
と
笑
顔
で
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。
趣
味
は
塗
り
絵
で
、
通
所
サ
ー
ビ
ス

で
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
食
事

も
何
で
も
食
べ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

特
に
好
き
な
も
の
は
お
肉
料
理
だ
そ
う
で

す
。
し
っ
か
り
食
べ
ら
れ
る
の
が
元
気
の
秘

訣
の
よ
う
で
す
。
娘
さ
ん
ご
家
族
と
に
ぎ
や

か
に
過
ご
さ
れ
て
い
て
百
歳
の
お
祝
い
も

し
て
も
ら
い
ま
し
た
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

　
濱
川
さ
ん
は
、
以
前
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
入
院
を
機
に
息
子
さ
ん
と

暮
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
も
意
欲
的

で
今
で
は
歩
行
器
を
使
っ
て
し
っ
か
り
と
歩

か
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
ご
飯
が
美
味
し
い

の
が
元
気
の
源
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
息

子
さ
ん
が
冗
談
で
「
私
よ
り
も
食
べ
る
ん
で

す
よ
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
食
事
も
よ
く
噛

ん
で
食
べ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
笑
顔
で
お
話

も
た
く
さ
ん
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
福
永
さ
ん
、
濱
川
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
お
体

に
気
を
つ
け
て
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

葉たばこの種まき
豊作を願い行う

　
１
月
28
日
の
大
安
に
あ
わ
せ
て
、
Ｊ
Ａ
く

ま
中
央
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
、
葉
た
ば
こ
の
種

ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
耕
作
者
の
方
々
が
参
加
し
、
微
粒
子
で
あ

る
種
を
並
べ
ら
れ
た
パ
レ
ッ
ト
へ
均
等
に
ま

い
て
い
き
ま
し
た
。

　
種
は
５
日
ほ
ど
で
発
芽
し
、約
３
週
間
後
、

農
家
ご
と
に
苗
を
持
ち
帰
り
、
約
53
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
栽
培
さ
れ
ま
す
。

　
中
九
州
た
ば
こ
耕
作
組
合
下
球
磨
支
部
の

西
嶋
健
一
支
部
長
は
、「
今
年
も
、
１
㎏
当

た
り
２
，
０
０
０
円
以
上
を
目
標
に
頑
張
っ

て
育
て
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

種まきを行う生産者受賞された㈱興陽農援の久留治さん

㈱興陽農援が優良賞を受賞
熊本県農業コンクール大会地域農力部門

　
く
ま
も
と
農
業
の
振
興
・
発
展
お
よ
び
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
特
に

顕
著
で
優
秀
な
経
営
体
を
表
彰
す
る
令
和
５

年
度
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
表
彰
式

が
１
月
31
日
に
ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ
で
行
わ

れ
、
地
域
農
力
部
門
で
㈱
興
陽
農
援
が
優
良

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
㈱
興
陽
農
援
は
、
飼
料
作
物
の
収
穫
な
ど

を
請
け
負
う
地
域
唯
一
の
企
業
と
し
て
、
畜

産
農
家
の
労
力
削
減
や
耕
種
農
家
の
作
付
け

維
持
に
貢
献
さ
れ
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
堆
肥

散
布
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
も
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
、
こ
れ
ら
の
事
業
に

よ
る
地
域
の
雇
用
の
創
出
な
ど
に
寄
与
し
て

い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

森本町長と濱川さん 福永さんと森本町長
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Nishiki  Topics
給食を食べてみんなが笑顔に

ゼンカイミート㈱が給食用にお肉を寄贈

地域おこし協力隊活動報告
沼田 清香

　
１
月
15
日
、
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
株
式
会
社

（
平
木
勇
会
長
）
と
全
国
開
拓
農
業
協
同
組

合
連
合
会
が
錦
町
役
場
を
訪
れ
、
学
校
給
食

用
の
お
肉
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
は
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
、
場
所
を
移
転
し
営

業
を
再
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
錦
町
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
か
ら
支
援
を
し
て
い
た
だ
い

た
お
礼
と
し
て
、
熊
本
県
産
交
雑
種
牛
１
，

１
０
０
食
分
を
用
意
。

　
平
木
会
長
は
「
今
回
、
地
元
の
お
肉
を
用

意
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
て
、
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
５
日
、
町
内
の
各
小
中
学
校
の
給
食

で
ス
テ
ー
キ
丼
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
給
食
は
、
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
が

給
食
用
の
お
肉
を
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
で
、
実

現
し
ま
し
た
。

　
中
田
忍
校
長
（
錦
中
学
校
）
は
「
お
肉
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、と
て
も
あ
り
が
た
い
。

給
食
に
ス
テ
ー
キ
が
出
た
こ
と
は
、
今
ま
で

一
度
も
な
い
と
思
う
。
子
ど
も
た
ち
が
喧
嘩

を
し
な
い
か
心
配
に
な
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
給
食
を
食
べ
た
生
徒
は
「
朝
か
ら
給
食
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
。
お
肉
が
柔
ら
か
く
て

美
味
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
日
差
し
に
春

の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
２
月
に
行
っ
た
活
動
の
一
部
を

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
１
日
、
錦
町
出
身
で
現
在
、
広

島
県
公
立
大
学
法
人
叡
啓
大
学
の
学
生

で
あ
る
川
原
美
桜
さ
ん
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

川
原
さ
ん
は
大
学
で
、SD

G
s

を
柱

と
し
て
、
答
え
の
な
い
課
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
チ

ェ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
す
る
な
ど
色
々
と
学
ば
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
川
原
さ
ん
か
ら
「
ど

う
す
れ
ば
人
に
地
域
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
え
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
町
の
職

員
の
方
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
い
」
と
の
連

絡
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
し
た
い
」
と
連
絡
を
い
た
だ
い
た

時
、
う
ま
く
答
え
ら
れ
る
か
内
心
ド
キ

ド
キ
し
ま
し
た
が
、Instagram

を
使

っ
た
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
錦
町

の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
行
う
中
で
感

じ
た
こ
と
な
ど
、
率
直
な
意
見
を
お
答

え
し
ま
し
た
。
川
原
さ
ん
が
と
て
も
興

味
を
持
っ
て
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、

初
め
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
し
っ

か
り
私
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
に
は
、
川
原
さ
ん

か
ら
「
地
元
で
あ
る
錦
町
の
方
が
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の

か
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り

錦
町
を
好
き
に
な
り
ま
し
た
！
」
と
連

絡
が
き
て
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　

大
学
生
と
意
見
交
換
す
る
機
会
が
あ

ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
新
鮮
で

新
た
な
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

２月５日の給食のメニュー

給食を食べる生徒

左から：毎床教育長、森本町長、平木会長、南村社長、下田部長
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　行事予定表の日程・場所などは変更になる場合があります。事前に主催者へご確認ください。
月 日 曜 日 行 事 名 場 所 担 当 課

４

6 ～ 15 土～月 春の全国交通安全運動 町内一円 総 務 課
7 日 令和 6 年度錦町消防団入退団式 錦町民グラウンド 総 務 課
9 火 小中学校入学式　小学校 ( 午前 )・中学校 ( 午後 ) 各小・中学校 教育振興課

9 ～ 11 火～木 狂犬病予防注射 ( 木上・一武・西 ) 各地区を巡回 住民福祉課
11 木 献血＜錦ライオンズクラブ協力＞ 錦町役場 健康増進課
28 日 分館対抗親睦ソフトボール大会 錦町民グラウンド他 教育振興課

５

8・9 水・木 狂犬病予防注射 ( 木上・一武・西 ) 各地区を巡回 住民福祉課
中旬 第 32 回錦町職域対抗ゴルフ大会 球磨カントリー倶楽部 企画観光課
中旬 錦中学校体育大会 錦中学校 教育振興課
中旬 戦没者並びに産業自治功労者慰霊祭 錦勤労者体育センター 住民福祉課
19 日 剣豪「丸目蔵人」顕彰　第 55 回少年剣道選手権大会 錦勤労者体育センター 教育振興課

下旬 西小学校運動会 西小学校 教育振興課
６〜７ 「環境月間」町内一斉環境美化運動 町内一円 住民福祉課

７
6・7 土・日 第 74 回郡民体育祭 ( 球技種目 ) 郡内一円 教育振興課

17 ～ 30 水～火 集団複合健診 （期間の内、12 日間実施） 各コミセン・錦町保健センター 健康増進課

８
4 日 「くまもと・みんなの川と海づくりデー」一斉美化清掃活動 球磨川河川敷他 住民福祉課
25 日 第 64 回分館対抗バレーボール大会 錦勤労者体育センター他 教育振興課

８〜１２ 施設健診 （特定健診・各種がん検診等） 医療機関・健診機関 健康増進課

９
上旬 第 40 回錦町民ゴルフ大会 球磨カントリー倶楽部 企画観光課

21 ～ 30 土～月 秋の全国交通安全運動 町内一円 総 務 課
24 火 狂犬病予防注射 ( 木上・一武・西 ) 各コミセン・青年会館 住民福祉課

10
6 日 第 10 回分館対抗グラウンド・ゴルフ大会 錦町民グラウンド 教育振興課
20 日 一武・木上小学校運動会 一武・木上小学校 教育振興課

11

上旬 第 47 回錦町ふるさと祭り 錦町民グラウンド 企画観光課
9 ～ 15 土～金 秋季全国火災予防運動 町内一円 総 務 課

中旬 錦学祭 錦中学校 教育振興課
20 水 集団複合フォロー健診 （午前中のみ） 錦町保健センター 健康増進課
24 日 第 31 回錦町文化祭 錦勤労者体育センター 教育振興課

下旬 第 8 回錦町シニアゴルフ大会 球磨カントリー倶楽部 企画観光課

12

11 水 献血＜錦ライオンズクラブ協力＞ 錦町役場 健康増進課
15 日 第 72 回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会 人吉球磨一円 教育振興課

21 ～ 1/3 土～金 年末年始の全国交通安全運動 町内一円 総 務 課
28 ～ 土～ 錦町消防団年末警戒 町内一円 総 務 課
29 日 ふるまい福餅つき ひみつ基地ミュージアム 企画観光課

１
4 土 二十歳のつどい 錦勤労者体育センター 教育振興課
5 日 令和７年錦町消防団出初式 錦町民グラウンド 総 務 課

２

2 日 第 69 回錦町分館対抗駅伝大会 町内一円 教育振興課
16 日 文化財防火訓練 未定 教育振興課

17 ～ 3/17 月～月 令和 6 年分申告相談 錦町役場他 税 務 課
下旬 第 36 回錦町分館親善ゴルフ大会 球磨カントリー倶楽部 企画観光課

３

1 ～ 7 土～金 春季全国火災予防運動 町内一円 総 務 課
上旬 ボランティアフェスティバル 錦町総合福祉センター（予定） 住民福祉課
上旬 錦中学校卒業式 錦中学校 教育振興課
18 火 3.18 人吉海軍航空基地空襲受難者慰霊祭 ひみつ基地ミュージアム 企画観光課

下旬 各小学校卒業式 各小学校 教育振興課

令和６年度　年間行事予定表
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熊本県知事選挙が行われます

当日投票日時：�令和６年３月24日（日）�
午前７時から午後7時まで

当日の投票所は、以下のとおりです。

期日前日時：

投 票 所：

令和６年３月８日（金）から令和６年３月 23日（土）まで
午前 8時 30分から午後 8時まで
錦町青年会館（錦町大字一武 1587）

※当日に選挙に行けない方は、期日前投票・不在者投票をご利用ください。
※�期日前投票・不在者投票のご利用方法ついて、ご不明な点がございましたら錦町役場総務
課までお問い合せいただくか、ホームページをご確認ください。

問合せ　総務課（選挙管理委員会）　　☎ ３８－１１１１

投票区 施　設　名 区　　　域

１ 第１公民分館
（錦町大字西 897-6）

無田原、一丸、上一丸、京の峯、久保宇野、大正、西駅通
りの区域

２ 西コミュニティセンター
（錦町大字西 266）

木揚、今山、上黒辺田野、下黒辺田野、鍋山、永野、上大鶴、
下大鶴、指杉の区域

３ 松里公民館
（錦町大字西 1201）

上井手ノ口、下井手ノ口、上松里、下松里、中福良、下須、
久保、内門、大王三条の区域

４ 錦町青年会館
（錦町大字一武 1587）

東方、土屋、一武覚井、元忠ヶ原、小川、中忠ヶ原、下忠ヶ
原、東下原、西下原、原田川、昭和、切原野、狩政の区域

５ 栄公民館
（錦町大字一武 2650-62）

栄、上忠ヶ原、別府、上本別府、下本別府、中島、山仁田、
横山、中原、東原、西原の区域

６ 福島集落センター
（錦町大字一武 857-2）

上平岩、下平岩、浜川、内村、上福島、下福島、一武駅通
りの区域

７ 木上コミュニティセンター
（錦町大字木上北 2737）

平川、目郎、荒田、高原、木上覚井、馬場、岩城、迫、野間、
滝の水の区域

８ 山下集落センター
（錦町大字木上西 1702）

山下、由留木、上十日市、下十日市、新立、白坂、緑ヶ丘、
平岩、村松の区域

９ 平良集落センター
（錦町大字木上南 945-3） 平良、平野の区域
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問合せ　教育振興課　　☎ ３８－４４５０

　いつまでも健康で楽しみながら学習することは、とても有意義なことです。日常生活に張りをも
たらし、仲間との交流を通して活き活きとした人生を送りませんか？

【募集要項】
　〇�講座は４月からスタートし３月までの月１回の１年コース、または月２回の半年コース

となります。
　〇受講料は１講座につき、1,200 円です。※退会の場合は返金いたしません。
　〇講座に必要な教材費用などは受講者の負担となります。
　〇申込み多数の場合は新規の方を優先します。
　〇各講座の日程や詳細につきましてはお申し込み後にご案内します。

【 対 象 者 】錦町にお住まいの方
【募集締切】令和６年３月 19日（火）まで

令和６年度

初心者も大歓迎！
あなたの参加をお待ちしています。

主催：錦町教育委員会・錦町公民館

にしき活き活き大学の受講者募集
４月スタート４月スタート

体幹を鍛え体のバランスを良くします。
軽い運動ですので、どなたでも参加できます。

絵を始めるのに早い遅いはありません。初心者の方
も大歓迎です。
※道具が必要な方は、5,000 円必要です。

『（お金）賭けない・（お酒）飲まない・（タバコ）吸
わない』をモットーに手先を動かし、頭を廻らし認
知症予防に。初めての方、女性の方大歓迎です。

初めてでも安心。基礎からしっかり学べます。

カラオケは体ひとつでOK！家では出せ
ない大きな声で歌い、健康にも期待できます。

初級で身につけた基礎を更に高め、アンサンブルを
中心にした学習をします。

日本の歌唱や童謡を基礎から学びます。
オカリナ、譜面台、教則本、練習用CDに
約 10,000�円かかります。

ひと針ひと針を手で縫って作品にしていく時間を一
緒に楽しみませんか？

先ずは楽しいマンボから！ダンスを
通して友達の輪が大きく広がります。

橋田�實子�先生

米多万希子�先生

落合�通克�先生

藤川�泰代�先生

万江�みどり�先生

高場　俊郎�先生

藤川�泰代�先生

山本�矩子�先生

高場　俊郎�先生

【木上コミセン】
第３火曜日 10：00 ～

【青年会館】第３木曜日 13：30 ～

【青年会館】第 2 ・４火曜日 13：30 ～

【青年会館】
第３木曜日 10：00 ～

【青年会館】第２木曜日 10：00 ～

【青年会館】
第１・３月曜日 10：00 ～

【青年会館】第１・３水曜日 10：00 ～

【青年会館】第１・３水曜日 10：00 ～

【西コミセン】
第 2 ・４水曜日 10：00 ～

太極柔力球

楽しい絵てがみ

パッチワーク（初心者コース）

カラオケ

健康マージャン

オカリナ（初級コース）

パッチワーク（エンジョイコース）

社交ダンス

オカリナ（中級コース）
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問合せ　国税相談専用ダイヤル　　☎ ０５７０－００－５９０１　※ナビダイヤル

問合せ　税務課　　☎ ３８－１１１４

申告所得税および復興特別所得税・消費税および地方消費税の振替期日

令和６年度から国民健康保険税（普通徴収）の納期が変更になります

　申告所得税および復興特別所得税並びに消費税および地方消費税（個人事業者）の納税は、
金融機関の預貯金口座から引き落としとなる「振替納税」が大変便利です。
　令和５年分の確定申告の振替納付日は、次表のとおりです。「振替納税」をご利用の方は、
振替日の前日までに口座の残高をご確認ください。

　現在の国民健康保険税（普通徴収：納付書、口座振替での納付）は、算定基礎となる前年
中の所得を賦課期日（４月１日）に把握することができないため、前々年中の所得をもとに
仮算定（４月通知）し、さらに、前年中の所得をもとに本算定（７月通知）を行うことで、
年税額を決定する仕組みとなっています。
　令和６年度からは、税額決定の仕組みを分かりやすくするとともに、納期によって税額に
大幅な増減が発生することを防ぐために、仮算定を廃止し本算定のみの方法に変更します。
　※ただし、年金からの天引き（特別徴収）は変更ありません。

【変更イメージ】
令和５年度まで

令和６年度から

仮算定による納めすぎがなくなります

課税内容が分かりやすくなります

課税通知が年１回になります

納期は変更になりますが納期数は変わらず、年税額に影響はありません

仮算定廃止のお知らせ

変更に伴う影響　　

　詳しくは、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp/�または国税庁で�検索�）をご覧
ください。ご不明な点がありましたら、最寄りの税務署にお尋ねください。

申告所得税および復興特別所得税 令和６年４月23日（火）

消費税及び地方消費税（個人事業者） 令和６年４月30日（火）

　前々年中に比べ、前年中の所得が大幅に減額になった場合や仮算定期間中に脱退した場合
など、仮算定で一旦納付していただいていた納めすぎ（還付）がなくなります。

　前年中の所得が確定する６月の課税情報をもとに７月に課税額を決定します。仮算定との
差し引きを行わないため、税額の計算内容が分かりやすくなります。

　課税の通知は４月（仮算定）と７月（本算定）の年度に２回でしたが、７月の１回のみと
なります。また、納付書は納期毎に送付していましたが、７月に全ての納付書を送付します。

　現在の納期は４月、７月～１月の８期ですが、令和６年度から７月～２月の８期となり、
納期数は変わらず、１年間の課税額に影響はありません。

仮 算 定 本　　算　　定
月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

納期 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

本 算 定 本　　算　　定
月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

納期 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
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「広報にしき」に
有料広告を掲載しませんか？
サイズ（タテ×ヨコ）は
２パターン

掲載料・回数・位置など詳しくは企画観光課
までお問い合わせください。

問合せ　企画観光課　☎　３８-４４１９

①60mm×80mm
②60mm×170mm

170mm❷
❶
80mm 60mm

（１月～３月開講クラス対象）

【にしき教室／３月開講予定クラス】
・３/2７～７/10（水曜クラス・全 16回）
　※土曜クラスも同時募集中！

「電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
（均等割のみ課税世帯分および子ども加算分）」を支給します
　電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世
帯に対し給付金を支給します。

問合せ　住民福祉課　　☎ ３８－１１１２

①均等割のみ課税世帯分
　基準日 (令和 5年 12月 1日 )�において錦町に住民登録があり、令和 5年度分の住民税均等割のみ課税
者で構成される世帯または住民税均等割のみ課税者と均等割非課税者で構成される世帯。
※住民税均等割が課されている方の扶養親族のみで構成される世帯は対象外です。

②子ども加算分
　基準日 (令和 5年 12月 1日 )�において錦町に住民登録があり、住民税非課税世帯及び上記①に該当す
る住民税均等割のみ課税世帯のうち、18歳以下の児童を養育している世帯。
※ 18歳に達する日以降最初の 3月 31日までの児童（2005 年（平成 17年）4月 2日生まれ以降の児童）

　支給対象世帯

　支給金額
①均等割のみ課税世帯分� 1 世帯当たり 10万円
②子ども加算分� 児童 1人当たり 5万円

　支給時期
○「支給のお知らせ」が届いた方の場合
　3月中旬以降振り込みを予定していますので同封の書類をご確認ください。

○「確認書」、「申請書」が届いた方の場合
　確認書（申請書）受理後 2～ 3週間を目安に、原則水曜日に順次支給します。振込通知書は送付しま
せんので、ご指定振込口座の通帳などを記帳の上、ご確認ください。（「ニシキカカクコウトウキュウフ」
もしくは「錦価格高騰給付」と表記されます。）
※書類の不備や振込口座の解約などの理由により、支給が遅れる場合がありますのでご了承ください。

　申請方法
○「支給のお知らせ」が届いた方の場合
　支給のお知らせ通知を 2月下旬以降に発送しています。手続き内容は通知に記載しています。

○「確認書」が届いた方の場合
　確認書を 2月下旬以降に発送しています。支給要件に該当する場合は、必要事項を記入の上、同封の
返信用封筒でご返送ください。

○「申請書」が届いた方の場合
　申請書を 2月下旬以降に発送しています。支給要件に該当する場合は、必要事項を記入の上、住民福
祉課福祉係までご提出ください。
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「広報にしき」に
有料広告を掲載しませんか？
サイズ（タテ×ヨコ）は
２パターン

掲載料・回数・位置など詳しくは企画観光課
までお問い合わせください。

問合せ　企画観光課　☎　３８-４４１９

①60mm×80mm
②60mm×170mm

170mm❷
❶
80mm 60mm

120

150

180

210

240

1 月12 月11 月

203.9

188.3

231.1 230.2

202.9 202.3

　錦町のごみ搬入量は皆さまのご協力のおかげで、前年に比べ減少傾向にあります。さらなるごみ減量化
のため、より一層のプラスチック製容器包装・紙製容器包装の分別の徹底と生ごみの水切り徹底にご協力
をお願いします。

※�ごみ搬入量は可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、
有害ごみの搬入量の集計です。

※�分別・収集について分からないことがある場合
は住民福祉課環境係へお問い合わせください。

単位：トン

※資源物を除く

ごみ搬入量について

人吉球磨クリーンプラザごみ搬入量推移

令和５年度令和４年度

問合せ　住民福祉課　　☎ ３８- １１１２

問合せ　総務課　　☎ ３８- １１１１

ごみ（剪定枝・刈草含む）の野外焼却は禁止されています
　今年に入り全国各地で毎日のように火災が発生し、尊い生命と財産が失われており、町内でも発生して
います。
　さて、ごみの野外焼却は、例外を除いて「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で禁止されています。
違反すると法律により、5年以下の懲役、1,000 万円以下の罰金のいずれか、または両方が科せられる場
合があります。(廃掃法第 25条 1項第 15号 )
　野外焼却は、その煙が悪臭や大気汚染の原因となるため、周辺にお住いの方に大変な迷惑となります。
　また、ダイオキシン類を発生させるなど、人の健康や周辺地域の生活環境へ悪影響を及ぼす恐れがあり
ます。
・�庭⽊の剪定くずや枯葉は焼却することはできませんので、燃えるごみ袋に⼊れてごみ収集所へ出してく
ださい。(多量の場合は、数回に分けて出してください。)

・ブロックで囲っただけのものやドラム缶・小型 (簡易 ) 焼却炉で家庭ごみを焼却することはできません。
・�農業経営者が稲わら、あぜ道、⽤⽔路の雑草などを焼却することは例外で認められていますが、煙の大
量発⽣と⽕の飛散による⽕災の発⽣には十分注意してください。（※消防署への届け出が必要です）

① プラのマークが目印です！

② きれいな物だけ出してください

③ ペットボトルは対象外です。

　汚れている物は、洗って汚れを落とし水を切ってください。
　洗っても落ちない物や汚れのひどい物は燃えるごみとして出してください。
　汚れた物やプラ製容器包装ではない物が混在するとリサイクルできません。
　収集対象のプラを、指定袋以外の透明・半透明な袋に入れて出してください。

対象物の一例
　↓　　　→

　ラベル・フタを外し、地区のリサイクル日または錦町リサイクルステーショ
ンへ出してください。（ラベル・フタはプラ製容器包装になります。）

⬥ プラスチック製容器包装の分別の注意点 ⬥
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問合せ　住民福祉課　　☎ ３８- １１１２

入学・就職・転勤などによる引越しで、住所を異動される方は、
「正確な住所の届出」が必要です！

○�住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）は、国民健康保険および国民年金の資
格の確認や、選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続きです。

○�マイナンバーカードには、最新の住所を記載する必要があります。引越し先の市区町村にマイ
ナンバーカードを持参し、必要な手続きを行ってください。

○「転出届」は、マイナポータルを通じてオンラインで提出できます。

○他の市区町村に転出・転入する場合
（オンラインでの届出（推奨）） （窓口での届出）

○同一の市区町村内で転居する場合

※１　マイナポータルなどを通じて、転入届の提出のために来庁予定の連絡ができます。
※２　マイナンバーカードをお持ちの方は、転出証明書の受取りはありません。
※３　マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナンバーカードを提示してください。

◇住民票の異動届（転出届・転入届・転居届など）の手続方法
※正当な理由がなく、住民票の異動の届出をしない場合、５万円以下の過料に処される場合があります。

引越し先の市区町村 引越し先の市区町村

問合せ　教育振興課　　☎ ３８- ４４５０

人権を尊重 しあう生きがいのある「まちづくり」
　「高齢者はこうあるべき ･･･」と決めつけていませんか？高齢であっても、働いたり地域活動な
どに参加する方も多く、ライフスタイルや価値観も様々で、高齢者に対する決めつけた考え方、
接し方は差別につながります。高齢者一人一人の生き方や考え方が尊重される錦町にしていきま
せんか！

令和５年度　エイジレス章※（内閣府）受章
○講　師　上

うえすぎ
杉　芳

よ し の
野さん

○日　時　2024 年３月 25 日（月）13：30 開演（開場 13：00）
○会　場　錦町役場３階大会議室
○内　容　 ・高齢者が生きがいを持って暮らすには 

 ・認知高齢者の介護を通して
○定　員　80 人 事前申込・先着順（町民優先）
○申込先　教育振興課　社会教育係

令和５年度�人権講演会（主催 /錦町人権教育推進協議会�共催 /錦町公民館）

※自由で活き活きを実践している高齢者

入場
無料

お住まいの市区町村
［転出前に］

マイナポータルを通じ、オンラインで
転出届を提出する

（窓口で行う必要がありません）

お住まいの市区町村
［転出前に］

転出届を提出して、転出証明
書を受け取る※２

［転入した日から 14日以内に］
マイナンバーカードを提示の上、

転入届を提出する※１

［転入した日から１４日以内に］
転出証明書を添えて※３、転入届を

提出する

お住まいの市区町村 ［転居した日から 14日以内に］窓口で転居届を提出する※１
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情報の広場

情
報
の

  
広
場

戸
籍
の
証
明
書
の
請
求
が

便
利
に
な
り
ま
す

令
和
５
年
度
人
吉
下
球
磨
消
防

組
合
職
員
の
採
用
試
験

（
第
２
次
募
集
）
の
ご
案
内

お
知
ら
せ

　

令
和
6
年
3
月
1
日
か
ら
、
本

籍
地
以
外
の
市
区
町
村
窓
口
で

も
、
戸
籍
証
明
書
な
ど
の
請
求
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
錦
町
役
場
の
窓
口
で
他

市
区
町
村
が
本
籍
地
の
戸
籍
証
明

書
な
ど
を
ま
と
め
て
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
取
得
で
き
る
証
明
書
】

・
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書

　
　
　
　
　
（
戸
籍
謄
本
）

・
除
籍
全
部
事
項
証
明
書

　
　
　
　
　
（
除
籍
謄
本
）

・
改
製
原
戸
籍
謄
本

【
請
求
で
き
る
方
】

・
本
人

・
配
偶
者

・
父
母
、
祖
父
母
等

・
子
、
孫
等

問
＝
住
民
福
祉
課
住
民
係

☎
３
８�-�

１
１
１
２

　
「
女
性
に
な
ら
話
せ
そ
う
」「
女

性
な
ら
わ
か
っ
て
も
ら
え
そ
う
」

と
い
っ
た
女
性
の
皆
様
の
た
め

に
、
女
性
司
法
書
士
が
し
っ
か
り

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
女
性
が

よ
り
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の

お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
相
談
例
》

　

相
続
の
手
続
き
が
よ
く
分
か
ら

な
い
、
遺
言
書
を
残
し
た
い
、
借

金
で
悩
ん
で
い
る
、
認
知
症
の
親

の
こ
と
で
相
談
し
た
い
、
離
婚
し

た
い
、
起
業
し
た
い
な
ど

日
時
：
3
月
10
日
㈰

10
時
～
16
時

【
相
談
方
法
】

①
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）

☎
０
９
６�-�

３
６
４�-�

０
８
０
０

（
当
日
の
み
）

②
面
談
相
談
《
3
月
8
日�

㈮

17
時
ま
で
に
要
予
約
》

☎
０
９
６�-�

３
６
４�-�

２
８
８
９

予
約
受
付
：
月
曜
～
金
曜

9
時
～
17
時
（
祝
日
を
除
く
）

場
所：
熊
本
県
司
法
書
士
会
館（
熊

本
市
中
央
区
大
江
４
丁
目
４
番
34

号
）

相
談
料
：
無
料

問
＝
熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
６�-�

３
６
４�-�

２
８
８
９　

試
験
日
：
3
月
24
日�

㈰

受
付
期
間
：
3
月
12
日�

㈫
必
着

（
土
日
を
除
く
）

※�

採
用
試
験
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

URLhttp://fire119-hitosho.
com問

＝
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
総

務
課

☎
２
２�-�
５
２
４
１

令
和
６
年
度
自
衛
官
等
募
集

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
、
令
和
6
年
度
自
衛
官
の
募
集

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

受
験
資
格
：
大
卒
程
度
《
22
歳
以

上
26
歳
未
満
》、
院
卒
者
《
20
歳

以
上
28
歳
未
満
》、
歯
科
・
薬
剤

科
《
20
歳
以
上
30
歳
未
満
（
専
門

の
大
卒
（
見
込
含
））》

受
付
期
間
：
3
月
1
日�

㈮
～

4
月
12
日�

㈮

第
1
次
試
験
：
４
月
20
日�

㈯

21
日�

㈰

場
所
＝
調
整
中

合
格
発
表
：
5
月
17
日�

㈮

【
キ
ャ
リ
ア
採
用
幹
部
】

受
験
資
格
：
大
卒
以
上
の
者
で
、

応
募
資
格
に
定
め
ら
れ
た
学
部
・

専
攻
学
科
等
を
卒
業
後
、
2
年
以

上
の
業
務
経
験
の
あ
る
者

受
付
期
間
：
3
月
1
日�

㈮
～

5
月
17
日�

㈮

第
1
次
試
験
：

【
陸
】
6
月
10
日�

㈪

【
海
】
6
月
17
日�

㈪

【
空
】
6
月
17
日�

㈪
～
19
日�

㈬

場
所
：
調
整
中

合
格
発
表
：
7
月
25
日�

㈭

【
技
術
曹
】

受
験
資
格
：
20
歳
以
上
の
者
で
国

家
免
許
資
格
取
得
者
等

受
付
期
間
：
3
月
1
日�

㈮
～

5
月
17
日�

㈮

第
1
次
試
験
：

【
陸
】
6
月
7
日�

㈮

【
海
】
6
月
14
日�

㈮

【
空
】
6
月
12
日�

㈬
～
14
日�

㈮

場
所
：
調
整
中

合
格
発
表
：
7
月
25
日�

㈭

【
一
般
曹
候
補
生
】

受
験
資
格
：
18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
者

受
付
期
間
：
3
月
1
日�

㈮
～

5
月
7
日�

㈫

第
1
次
試
験
：
5
月
17
日�

㈮
～

26
日�

㈰

※
い
ず
れ
か
の
1
日
を
指
定
さ
れ

ま
す
。

場
所
：
調
整
中

合
格
発
表
：
6
月
6
日�

㈭

問
＝
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

人
吉
地
域
事
務
所

☎
FAX
２
２�-�

４
７
０
４

ま
し
ょ
う
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

場
合
は
、「
１
８
８
」
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
近
く
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
繋
が
り
ま
す
。

募
　
集

「
女
性
の
た
め
の

女
性
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ
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ひみつ基地ミュージアム通信 Vo.8

戦
争
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
訪
問
が
考
え
る
き
っ
か
け
に

～
一
人
ひ
と
り
が
平
和
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
必
要
性
～

第
73
回
全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

熊
本
県
審
査
中
学
校
の
部
最
優
秀
賞
作
品

戦
争
と
平
和
の
境
界
線

熊本市立江南中学校２年生
山下　晴之さん

　

令
和
５
年
11
月
に
第
73
回
全
国

小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
熊

本
県
審
査
が
行
わ
れ
、
中
学
校
の
部

で
熊
本
市
立
江
南
中
学
校
２
年
生
の

山
下
晴
之
さ
ん
の
作
文
「
戦
争
と
平

和
の
境
界
線
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
、
夏
休
み
の
家
族
旅

行
で
「
ひ
み
つ
基
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
に
訪
れ
た
こ
と
を
機
に
、
自
分

の
考
え
や
疑
問
を
文
章
で
残
そ
う
と

こ
の
作
文
を
書
か
れ
ま
し
た
。
山
下

さ
ん
は
、
知
ら
ぬ
間
に
戦
争
に
つ
き

進
ま
な
い
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
は

絶
対
に
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
と
過
信

せ
ず
、
世
の
中
の
こ
と
に
関
心
を
持

ち
、
考
え
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
に
際
し
、
掲
載
の

ご
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
実
際
に
戦
争
な
ん
て
起
こ
さ
な
い

よ
。」

　

平
和
学
習
の
時
に
周
り
の
人
が
よ
く
口

に
す
る
言
葉
だ
。
み
ん
な
決
ま
っ
て
平
和

学
習
の
後
は
「
戦
争
を
起
こ
す
わ
け
が
な

い
。」
な
ど
と
簡
単
に
言
う
が
、
そ
れ
で

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
が
こ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
大
き

な
き
っ
か
け
は
、
夏
休
み
に
熊
本
県
人
吉

市
の
温
泉
旅
館
に
泊
ま
り
、
そ
の
近
く
の

ひ
み
つ
基
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行
っ
た
こ

と
で
あ
る
。「
ひ
み
つ
基
地
」
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
聞
く
と
、「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
か
な
。」

と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
私
も
当
初
は
そ

う
思
っ
た
が
、
こ
こ
に
お
け
る
「
ひ
み
つ

基
地
」
と
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
作
ら

れ
た
も
の
の
、
終
戦
後
忘
れ
去
ら
れ
、
誰

に
も
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
元
「
人
吉
海

軍
航
空
基
地
」
の
こ
と
を
指
す
。

　

私
は
も
と
も
と
世
界
史
が
好
き
で
、
こ

の
時
代
の
こ
と
も
も
っ
と
知
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
た
め
、
思
い
の
ほ
か
前
向
き

に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
は
、
入
場
料
の
中
に
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
料

金
ま
で
含
ま
れ
て
お
り
、
た
だ
展
示
品
を

見
る
だ
け
で
な
く
、
施
設
の
近
く
に
あ
る

地
下
魚
雷
調
整
場
を
専
任
ガ
イ
ド
が
案
内

し
て
く
れ
る
。「
魚
雷
」
調
整
場
と
い
っ

て
も
な
ぜ
海
か
ら
離
れ
た
人
吉
に
あ
る
の

か
少
し
疑
問
に
思
っ
た
が
、
ひ
と
ま
ず
ガ

イ
ド
さ
ん
と
と
も
に
地
下
魚
雷
調
整
場
へ

行
っ
た
。

　

す
る
と
そ
こ
は
、
自
分
の
想
像
と
は
全

く
も
っ
て
違
う
場
所
だ
っ
た
。
建
物
や
そ

の
跡
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
山

に
対
し
て
横
か
ら
穴
を
掘
っ
た
、
い
わ
ば

防
空
壕
よ
り
少
し
大
き
な
穴
、
と
い
っ
た

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説

明
に
よ
る
と
、
こ
の
基
地
は
戦
況
が
悪
化

し
始
め
、
い
よ
い
よ
本
土
決
戦
に
な
り

そ
う
な
状
況
の
中
、
九
州
へ
の
連
合
国

軍
の
上
陸
、
そ
し
て
戦
闘
に
備
え
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
前
線
へ

魚
雷
や
弾
薬
な
ど
と
い
っ
た
物
資
を
供

給
す
る
た
め
の
中
継
地
点
と
し
て
作
ら

れ
た
の
だ
と
い
う
。

　

そ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、「
な
ぜ
そ
こ

ま
で
ひ
ど
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
戦

争
に
、
当
時
の
大
多
数
の
人
々
は
賛
成

し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。」
と
私
は

思
っ
た
。

　

そ
の
次
の
日
の
朝
、
私
は
宿
泊
し
て
い

た
旅
館
で
朝
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
昨
日

ひ
み
つ
基
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
思
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
考
え
た
。「
な
ぜ
そ
こ
ま
で

ひ
ど
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
戦
争
に
、

当
時
の
大
多
数
の
人
々
は
賛
成
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。」
昨
日
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
私
は
考
え
た
が
、
平
和
学
習
に

お
い
て
こ
の
よ
う
な
感
想
、
あ
る
い
は
そ

れ
に
類
似
し
た
感
想
は
よ
く
見
か
け
る
。

そ
れ
に
、
私
も
そ
の
よ
う
な
感
想
を
こ
れ

ま
で
平
和
学
習
を
す
る
た
び
に
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
書
い
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
回
ひ
み
つ
基
地
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
行
っ
て
本
当
に
学
び
、
考
え
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し
か
し
、
終
戦
し
て
か
ら
「
自
分
は
国

に
騙
さ
れ
て
い
た
。」
と
語
っ
た
人
は
多

く
、
現
在
も
「
あ
の
戦
争
は
軍
部
だ
け
に

責
任
が
あ
る
。」
と
い
う
発
言
を
テ
レ
ビ

や
本
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
よ
う
な
気
が

す
る
。
よ
う
は
、「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
戦

争
に
当
時
の
大
多
数
の
人
々
は
賛
成
し
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。」「
自
分
だ
っ
た
ら

反
対
す
る
の
に
。」
と
い
っ
た
感
想
は
、

過
去
の
悲
惨
な
歴
史
を
知
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
言
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

で
は
現
在
を
生
き
る
私
た
ち
が
平
和

を
保
っ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
今
回
の
場
合
、
ま
ず
は
日
本
が

ま
た
自
ら
戦
争
へ
と
進
ま
な
い
よ
う
に

す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

ひ
み
つ
基
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行
っ
た

こ
と
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
考
え
た
前
述

の
内
容
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
、
こ
れ
ら

を
も
と
に
私
が
今
回
ま
と
め
た
考
え
は
、

「
自
分
た
ち
が
戦
争
に
賛
成
す
る
こ
と
は

絶
対
に
な
い
。」
と
言
っ
て
そ
れ
で
終

わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
よ
く
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

平
和
学
習
を
し
て
も
、
現
状
の
日
本

に
無
関
心
な
ま
ま
だ
と
、
ま
た
戦
争
賛

成
へ
と
傾
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

戦
争
に
賛
成
す
る
し
か
な
い
状
況
に
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
の

人
々
の
考
え
方
に
よ
っ
て
簡
単
に
戦
争
は

賛
成
に
も
反
対
に
も
変
わ
る
。
こ
の
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
、
平
和
学
習
を
し
た
後

も
現
在
の
日
本
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
そ
う
私
は
考
え
た
。

　

現
在
、
私
の
感
じ
る
限
り
で
は
、
平
和

学
習
を
し
て
も
そ
れ
が
日
々
の
生
活
に
生

か
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
気
が
す

る
。
実
際
、
私
の
周
り
で
も
「
日
本
の
政

治
や
世
界
に
つ
い
て
な
ん
か
興
味
な
い
。」

「
戦
争
な
ん
て
起
こ
さ
な
い
よ
。」
と
い
う

よ
う
な
声
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
当
に
危
な
い
の
は
自
分
た

ち
は
戦
争
を
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
と
誤
信

し
て
、
十
分
に
今
の
政
治
や
世
の
中
の
こ

と
に
つ
い
て
関
心
を
持
と
う
と
し
な
い
、

あ
る
い
は
、
考
え
よ
う
と
し
な
い
、
こ
れ

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ひ
み
つ
基
地

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行
っ
て
、
私
は
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
世
の
中

の
動
向
を
注
視
し
、
そ
し
て
し
っ
か
り
と

考
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。

た
こ
と
は
そ
れ
で
は
な
い
の
だ
。
確
か

に
、「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
戦
争
に
当
時
の

大
多
数
の
人
々
は
賛
成
し
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
。」「
自
分
だ
っ
た
ら
反
対
す

る
の
に
。」
こ
う
い
っ
た
考
え
を
抱
く
の

は
当
た
り
前
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
考
え
を
抱
く
理

由
は
、
自
分
が
太
平
洋
戦
争
の
結
果
を
学

び
、
知
っ
て
い
る
。」
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
当
時
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん

戦
争
に
勝
て
る
と
大
多
数
が
信
じ
て
い

た
わ
け
だ
か
ら
、
開
戦
に
賛
成
し
た
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
戦
争
が
悲
惨
な
結
果

に
な
る
と
知
っ
て
い
る
人
は
お
ら
ず
、

仮
に
悲
惨
な
も
の
に
な
る
と
知
っ
て
い

た
と
し
て
も
そ
の
上
で
開
戦
に
賛
成
す

る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

そ
れ
に
、
当
時
の
日
本
は
こ
れ
ま
で
の

対
外
戦
争
に
勝
利
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と

も
軍
部
や
国
民
が
戦
争
に
賛
同
し
た
要
因

の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
も
ち
ろ
ん
反
対

の
人
も
一
定
数
い
た
は
ず
だ
が
、
同
調
圧

力
や
秘
密
警
察
の
取
締
が
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
目
を
向
け
て
も
、
当

初
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
ナ
チ
ズ
ム
に
手
を
挙
げ

て
賛
同
し
て
い
た
当
事
者
た
ち
は
、
こ

れ
が
再
び
大
戦
が
起
こ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
そ
れ
に
敗
戦
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど

知
る
由
も
な
い
の
で
あ
る
。
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一
般
書

児
童
書

にしきまち 

開館時間
午前 10時〜午後６時まで
休館日
毎月第１水曜日
年末年始　12月 29日〜１月３日錦町

図書館
だより

にしきまち 

としょかん

新刊おすすめの本

図書館からのお知らせ
お家に眠っている錦町に関する資料（西村史、一武村史、木上村史など・・・）を図書館
にご寄贈いただけませんか？ご連絡、お待ちしてます。

4月3日（水）は休館日です
毎月第１水曜日は休館日です（祝日の場合は、翌日が休館になります）

著　者
ノストラダムス・エイジ 
南海トラフ地震の真実 
お酒と甘いものを一生楽しめる飲み方、食べ方 
ムツゴロウさんの最後のどうぶつ回顧録
無自覚な夫のための妻の地雷ワード事典 
今日も小原台で叫んでいます 
魔法の万能調味料！玉ねぎ麹レシピ 

真梨　幸子

尾形　哲
畑　正憲

ぱやぱやくん
橋本　加名子

児 童 書 書 名一 般 書 書 名 著　者
わるテリアとずるドッグ 
世界一長い鉄道トンネル 
カタカナ語大百科 
人体の学校 
ヘビのひみつ 
１年生からのハンドメイド　１ 
天下分け目の戦い関ヶ原の合戦　戦国さがし絵 

あきやま　ただし
笹沢　教一

内山　りゅう

藍色時刻の君たちは
前川　ほまれ / 著 東京創元社

統合失調症を患う母の介護と家事に追われ
る高校生の小羽。彼女の鬱屈した感情を理
解してくれるのは、同じように家族の介護
をする同級生の航平と凛子だけだった。し
かし、青葉という女性がその孤独を理解し、
優しく寄り添ってくれるように。そうして前向きな日常を過ごせ
るようになった矢先、彼女たちを東日本大震災が襲う。すべてが
一変したあの日から 11 年後、東京で再会した三人は・・・。ヤン
グケアラーや LGBT などを巡る課題も盛り込まれた胸を打つ作品。

けものみちのにわ
水凪　紅美子 / 著 BL 出版

おじいちゃんの家のとなりになる “けもの

みち” は、不思議なものたちのとおりみち。

ときにおそろしく、ときにあたたかい、不

思議なものたちとの交流を深めていく風花

だったが、ある日、普段はひょうひょうとして明るいおじいちゃ

ん自身の “不思議” の秘密を知ることになり・・・。「人はだれでも、

知らない場所から来て、知らない場所へ行く」をテーマに描かれ

た優しくてあたたかい物語。

～春の『花』で読む～
『梅と水仙』植松  三十里 ／ 著
　国の欧化政策により、わずか６歳で親元を離れ、アメリカへと渡っ

た梅子。１１年、必死に勉学に励み、大きな夢を抱いて帰国するも、日本
の現状は彼女の描く理想とはかけ離れていると知って愕然とする。尊敬する父への

疑念、友の死…女子教育に奔走した新五千円札の顔、津田梅子とその父・仙の半生を
描く歴史小説。

『げんげ』佐伯  泰英 ／ 著

※「げんげ」とは「れんげ草」のこと

　お伊勢参りの長旅から戻った矢先、旧主の厄介ごとに巻き込まれてしまった小藤次
は、臣下たちに苦言を呈しながらもなんとか知恵を絞りだす。そんな折、北町奉行所
から極秘の依頼のあったその夜、嵐の中に小舟を出した小藤次は行方不明となり…。
奉行所の依頼と何か関係があるのか、小藤次は果たして！？

『エリザとさくらのものがたり』小手鞠  るい ／ 文
　１８８４年（明治１７年）に初めて日本を訪れたエリザ・シドモアは、素朴で美し
い風景に感動します。なかでも彼女の心を動かしたのは満開の桜。「この花をアメリ
カでも咲かせたい」そう願ったエリザは…。現在もアメリカの首都・ワシントンＤＣ
に咲き誇る桜にまつわる物語。

問合せ　錦町図書館　　☎ ３８－３４２０
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錦町錦町
地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより

私たちは、認知症の方や家族を温かく見守る応援者です

　１月２８日（日）、公民館にて３７人の住民の方々が、認知症声かけ・見守り訓練（講師：やすら
ぎの里にしき　原口ケアマネ）に参加されました。参加者の方々は、分かりやすい講義や声掛けの
デモンストレ－ションの後に、実技を交えた役立つ声かけの練習をされ、楽しくにぎやかな雰囲気
の中で取り組まれました。

　児童が書いた標語を一部ご紹介します。

お食事のことでお困りの方は、
一度ご相談ください！

　栄養満点でバランスのとれた弁当
を、自宅までお届けするサ－ビスが
あります。
☆ご年配のかた向けで、おかずも柔
らかく、野菜がたくさん使ってあり、
栄養バランスも良いお弁当です。
　おかずのみも頼めます。

ご利用をお考えの方は、
錦町地域包括支援センタ－へご連絡ください。

木上小学校　４年生児童の標語

おじいちゃん　おいしいお米　ありがとう
おじいちゃん　おばあちゃんたちも　けんこうに
おばあちゃん　おいしいごはん　楽しみだ

上田　崇介
岩崎　高也
黒木　優心

第１区　　認知症声かけ・見守り訓練

サポーターカードは、
認知症サポ－タ－の証です‼

新たに認知症サポーターになられた第１区の皆様

声かけ訓練の様子

認知症サポーター養成講座の様子

自宅までお届けする
“宅配弁当サービス” を利用してみませんか？

一
般
書

児
童
書

にしきまち 

開館時間
午前 10時〜午後６時まで
休館日
毎月第１水曜日
年末年始　12月 29日〜１月３日錦町

図書館
だより

にしきまち 

としょかん

新刊おすすめの本

図書館からのお知らせ
お家に眠っている錦町に関する資料（西村史、一武村史、木上村史など・・・）を図書館
にご寄贈いただけませんか？ご連絡、お待ちしてます。

4月3日（水）は休館日です
毎月第１水曜日は休館日です（祝日の場合は、翌日が休館になります）

著　者
ノストラダムス・エイジ 
南海トラフ地震の真実 
お酒と甘いものを一生楽しめる飲み方、食べ方 
ムツゴロウさんの最後のどうぶつ回顧録
無自覚な夫のための妻の地雷ワード事典 
今日も小原台で叫んでいます 
魔法の万能調味料！玉ねぎ麹レシピ 

真梨　幸子

尾形　哲
畑　正憲

ぱやぱやくん
橋本　加名子

児 童 書 書 名一 般 書 書 名 著　者
わるテリアとずるドッグ 
世界一長い鉄道トンネル 
カタカナ語大百科 
人体の学校 
ヘビのひみつ 
１年生からのハンドメイド　１ 
天下分け目の戦い関ヶ原の合戦　戦国さがし絵 

あきやま　ただし
笹沢　教一

内山　りゅう

藍色時刻の君たちは
前川　ほまれ / 著 東京創元社

統合失調症を患う母の介護と家事に追われ
る高校生の小羽。彼女の鬱屈した感情を理
解してくれるのは、同じように家族の介護
をする同級生の航平と凛子だけだった。し
かし、青葉という女性がその孤独を理解し、
優しく寄り添ってくれるように。そうして前向きな日常を過ごせ
るようになった矢先、彼女たちを東日本大震災が襲う。すべてが
一変したあの日から 11 年後、東京で再会した三人は・・・。ヤン
グケアラーや LGBT などを巡る課題も盛り込まれた胸を打つ作品。

けものみちのにわ
水凪　紅美子 / 著 BL 出版

おじいちゃんの家のとなりになる “けもの

みち” は、不思議なものたちのとおりみち。

ときにおそろしく、ときにあたたかい、不

思議なものたちとの交流を深めていく風花

だったが、ある日、普段はひょうひょうとして明るいおじいちゃ

ん自身の “不思議” の秘密を知ることになり・・・。「人はだれでも、

知らない場所から来て、知らない場所へ行く」をテーマに描かれ

た優しくてあたたかい物語。

～春の『花』で読む～
『梅と水仙』植松  三十里 ／ 著
　国の欧化政策により、わずか６歳で親元を離れ、アメリカへと渡っ

た梅子。１１年、必死に勉学に励み、大きな夢を抱いて帰国するも、日本
の現状は彼女の描く理想とはかけ離れていると知って愕然とする。尊敬する父への

疑念、友の死…女子教育に奔走した新五千円札の顔、津田梅子とその父・仙の半生を
描く歴史小説。

『げんげ』佐伯  泰英 ／ 著

※「げんげ」とは「れんげ草」のこと

　お伊勢参りの長旅から戻った矢先、旧主の厄介ごとに巻き込まれてしまった小藤次
は、臣下たちに苦言を呈しながらもなんとか知恵を絞りだす。そんな折、北町奉行所
から極秘の依頼のあったその夜、嵐の中に小舟を出した小藤次は行方不明となり…。
奉行所の依頼と何か関係があるのか、小藤次は果たして！？

『エリザとさくらのものがたり』小手鞠  るい ／ 文
　１８８４年（明治１７年）に初めて日本を訪れたエリザ・シドモアは、素朴で美し
い風景に感動します。なかでも彼女の心を動かしたのは満開の桜。「この花をアメリ
カでも咲かせたい」そう願ったエリザは…。現在もアメリカの首都・ワシントンＤＣ
に咲き誇る桜にまつわる物語。

問合せ　健康増進課　☎ ３８－２０４８問合せ　錦町地域包括支援センター　☎ ３８－４０２０
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ももくらぶ
からのお知らせ

錦町子育て
支援センター

　ももくらぶは、 楽しみながら子育てができるように、 親子の交
流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に開設しています。
　どうぞ、 お気軽にお越しください。

「新規登録随時募集中」
独身男性：球磨郡・人吉市にお住まいの方　　独身女性：市町村は問いません

1 対 1 お見合い、 少人数交流会、 錦町主催のイベント、
９町村合同イベントなどの情報をメールでご案内します。

秘密は固く守られます。登録料や年会費は無料です。
※面談やイベント時には顔写真付き身分証明書（免許証やマイナンバーカードなど）の確認を
させていただきます。

※迷惑メール対策の設定をされている方は、メール
を受信できない場合があります。設定の確認をお願
いします。

nishiki-konkatsu＠nishiki.kumamoto.jp（PC）
nishiki-konkatsu＠au.com（携帯）

◆結婚相談員 専用メールアドレス
メールやお電話でお気軽にお問い合わせください

メール用QRコード

婚活コーナー婚活コーナー

問合せ　住民福祉課　　☎ ３８－１１１２

１月の報告
◇新規登録希望者の面談（男性1人）
◇球磨郡結婚対策推進協議会イベント『ランチで恋活』に多数のお申し
込みをいただき、ありがとうございました。

９：00～ 17：00（錦町総合福祉センター、多良木町役場）
９：30～ 16：45（人吉市役所１Ｆ　相談室２）
※12：00～ 13：00の時間帯は除く

【相談時間】

◎八代年金事務所出張相談予約担当　☎：０９６５－３５－６１２３
受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時

※�ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号が分かるものをご準備のうえ　開催
日の３日前までにお電話ください。
出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。

※�直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。予約なしの場合には、予約
者優先のため待ち時間が長くなります。

八代年金事務所　お客様相談室　予約受付電話（０９６５）－３５－６１２３
自動音声案内①を選択後、②を選択してください

出張年金相談（予約制）のご案内
令和６年３月開催予定

ご予約の方法

第１・２・３・４月曜日 第１・４水曜日 第２水曜日
人吉市役所１Ｆ　相談室２ 錦町総合福祉センター 多良木町役場

４日・11 日・18 日・25 日 ６日・27 日 13 日
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ももくらぶ
からのお知らせ

錦町子育て
支援センター

　ももくらぶは、 楽しみながら子育てができるように、 親子の交
流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に開設しています。
　どうぞ、 お気軽にお越しください。

３月の活動
※予定は変更になる場合があります。

月 火 水 木 金
１
午前　子育てひろば

午後　子育てひろば

４ ５ ６ ７ ８
午前　子育てひろば 午前　子育てひろば 午前　 子育てサークル

（ねんねコース） 午前　 ６ヶ月児育児教室 午前　　　×

午後　子育てひろば 午後　５歳児健診 午後　子育てひろば 午後　子育てひろば 午後　子育てひろば

11 12 13 27 15
午前　 母子手帳交付と

両親学級 午前　子育てひろば 午前　 子育てサークル
（はいはい・きらきらコース） 午前　 子育てひろば 午前　子育てひろば

午後　マタニティータイム 午後　３歳児健診 午後　子育てひろば 午後　３ヶ月児健診 午後　子育てひろば

18 19 20 21 22
午前　子育てひろば 午前　子育てひろば

春分の日
午前　 子育てサークル

（えほんの会） 午前　子育てひろば

午後　子育てひろば 午後　子育てひろば 午後　子育てひろば 午後　子育てひろば

25 26 27 28 29
午前　 母子手帳交付と

両親学級
午前　 子育てサークル

（いただきますの会）
午前　 子育てサークル

（親子運動教室） 午前　子育てひろば 午前　子育てひろば

午後　マタニティータイム 午後　子育てひろば 午後　子育てひろば 午後　子育てひろば 午後　子育てひろば

・プレイルームでは、親子で自由に遊ぶことができます。
・�育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、
育児用品などを作ることができます。
随時受付けております。（個室にて対応できます。）
＊ご利用の際は、事前に電話での連絡をお願いいたします。

子育てサークル

マタニティータイム

子 育 て ひ ろ ば

子 育 て 相 談

（午前 10：00 ～ 12：00）

（午後 1：30 ～ 4：00）

（午前 9：30 ～ 11：30　 午後 1：30 ～ 4：00）

問合せ　錦町子育て支援センター（錦町保健センター内）　　☎ ３８－２０４８

＊ねんねコース（生後一ヶ月から利用可能）はいはいコース（はいはいができるようになったら）きらきらコース（一人で歩けるようになったら）

ハギレを使って作ってみよう！ 広場の様子
はいはいや、つかま
り立ちをするお友達
が多い日は、和室を開
放します。泣いたり
笑ったり、とっても賑
やかな時間です。

�　ハギレでふわふわのボールを作りました。中には、鈴も
入っているので、赤ちゃんも興味を持って遊んでいます。

◀たまご型のコースター
　�ティータイムがもっと楽しみになり
そうですね。

◀

魚釣りゲームを作っているマ
マ。出来上がったら、家族みん
なで楽しめますね。

◀

本物みたいな
　フェルトのバナナ

◀お姉ちゃんが食べさてくれます
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感染症対策は
「のど・鼻の加湿」がポイント！

問合せ　健康増進課　☎ ３８－２０４８問合せ　保健センター　☎ ３８－２０４８
保健師　桑原　香織

～日常生活の中でのこまめな対策が重要～

◎毎日の乾燥対策！

　寒くなると、インフルエンザなどの様々な感染症が流行し、感染予防がとても重要です。厚生労働省のホー
ムページでは、『冬の感染対策のポイント』として、①換気  ②手洗い・手指消毒  ③マスク着用などの基本的
な感染症対策が推奨されています。

◎なぜ冬場、寒くなると風邪や感染症が流行るのか？
　日本の冬は湿度が低く、気温が低いので、インフルエンザなどのウイルスにとって好都合な環境にあります。
湿度が高いとウイルスは空気中の水分を含んで重くなり、地面に落ちやすく、ウイルスの生存率は低下します。
湿度が低くなり乾燥すると、空気中でウイルスが水分を含みにくいため、ウイルスが浮遊している時間が長くな
ります。空気中のウイルスが多い状態になり、体の中に入っていきやすくなります。

◎知っておきたい、喉・鼻にある自浄システム（線毛運動）
　まず、咳・鼻の構造と役割について理解しておきましょう。
　喉・鼻は呼吸によって取り入れたホコリや花粉など、呼吸には不必要な異物を気管や肺に送らないようせき止
める役割を喉の奥の線毛というわずか 1㎛の繊維状の突起が担っています。この線毛には、花粉や雑菌などの異
物が入ってきても、1 秒間に 15 ～ 17 回程度の速さで小刻みに動いて（線毛運動）その異物を排出させる働きが
備わっており、気管や肺への侵入を防いでいます。

◎正常な線毛運動のカギは「潤い」
　気道に入ってきたウイルスを外に排出するためには、線毛の動きが大切であり、気道上皮細胞の線毛の上にあ
る水分と粘液で潤っていることがとても重要です。線毛は潤っていることで粘液がウイルスを絡めとり規則正し
い動きにより排出することができますが、粘液が乾燥してしまうと、線毛がダメージを受けて動きが悪くなり、
ウイルスを外に排出する作用が低下して、ウイルスに気道がくっつきやすくなってしまいます。感染症予防のた
めには、普段から水分をとるなどして、気道を乾燥から守り、正常な線毛活動ができるよう潤った状態を保つこ
とが大事です。

１）まずは、お部屋の乾燥対策！
　 　生活するお部屋の乾燥対策を下記にあげています。

● 濡れタオルや洗濯物を干す・振る
● 浴室のドアを開けておく
● 霧吹きで空気中に水を含ませる
● 水・お湯を容器に入れて置く
● 床・窓を水拭きする
● 部屋でお湯を沸かす
● 植物を置く

２）喉・鼻の奥を潤すケア
　 　喉・鼻の奥まで潤すためのキーワードはお風呂の湯気などの「スチーム」。スチームのメリットは、細かい粒

子によってうがいでは届かない咽頭や気管まで加湿でき、喉・鼻の奥を直接潤せることにあります。鼻の奥が
気になるという場合は、加湿器の設置や、お風呂の蒸気を意識的に吸う。蒸しタオルを顔に当てるなども効果
的です。さっとシャワーで済ませるよりも、お湯を張った湯船にゆっくり浸かって意識的に鼻から湯気を吸い
こむことで、鼻の内側に湿り気が出て、付着している異物を出しやすくなります。

３）マスクの有用性
　 　マスクをすることのメリットは、２つあります。
　　１つ目は、鼻や喉をウイルスの侵入から守り、接触感染などのリスクを軽減するといった感染予防の面。
　 　２つ目は、呼気から出た水分により、マスクの内側の湿度や、温度が保たれるため気道を潤った状態にする

ことです。マスクをすることは、乾燥予防につながります。
　この時期、まだまだインフルエンザ・コロナなどの感染症への注意が必要です。自分でできる毎日の感染症
対策に取り組みましょう。
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感染症対策は
「のど・鼻の加湿」がポイント！高血圧予防 シリーズ⑥

　高血圧は生活習慣病の一つであり、生活習慣を修正することで高血圧の予防や降圧効果が期待で
きます。脂質異常症、糖尿病、メタボリックシンドローム、肥満など他の生活習慣病を併せもつ場
合には、治療法として生活習慣の修正の重要性が高く、低コストで安全にこれらの危険因子を同時
に減らすことができます。すでに高血圧の薬を飲んでいる人も同様で、薬の効果を高め薬剤数と用
量を減らすことが可能です。食塩の過剰摂取や高度の肥満などがあると、降圧薬の量を増やしても
十分に血圧が下がらない場合が少なくないことから、全ての高血圧者にとって生活習慣の修正は重
要です。下図を参考に考えてみてください。

　高血圧予防を通じて「体を守る」ことをお伝えしてき
ましたが、生活習慣病というのは「何もない」うちから
始まって、気づかない間に血管が傷んでしまう、とても
やっかいな病気です。しかも、重症化すると倒れたり、
高額な医療費がかかったり、最悪は死に至るなど、生命・
生活に大きく影響します。皆さんの「当たり前の日常」
が守れるよう、自分自身の体について理解を深めてもら
うために、１年にわたって高血圧予防シリーズを掲載し
ました。少しでも体や生活について考えるきっかけにな
れば幸いです。

【 血管を守るために大事なのは降圧薬だけではない？！生活習慣改善の効果】

生活習慣修正による血圧低下の程度

減 塩 DASH食 減 量 運 動 節 酒

栄養士　塚本　有喜

錦町は皆さんの健康づくりを
心から応援しています！

【錦町食生活改善推進協議会作レシピ集】
ＱＲコードを読み取ってください。

　血圧を安定させ、血管を守るために減
塩は有効な方法の一つです。 減塩をおい
しく毎日続けるために、日本高血圧学会
減塩委員会は減塩食品を推奨しています。

【減塩白だし】
どんな料理にも合う万能調味料です♪

町内のスーパーでも
取り扱っています。

錦町のホームページでレシピ集を見ることができます。

（「保健指導で高血圧パラドックスの解消へ(編著：菱田明他）)」より)

（資料：高血圧治療ガイドライン 2019　図 4-1)

いつでも町の保健師・
栄養士を頼ってください !!

血圧減少度（mmHg）

・減　　塩
・DASH食

・減　　量
・運　　動
・節　　酒
・禁　　煙

：食塩摂取量６g/日未満
：野菜・果物、多価不飽和脂肪酸、低脂肪乳製品の積極的摂取
コレステロールや飽和脂肪酸の摂取を控える

：BMI25未満（BMI＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m））
：軽強度の有酸素運動を毎日30分、または週180分以上行う
：純アルコール量　男性20-30ml/日、女性10-20ml/日以下
：受動喫煙の防止も含む

8

6

4

2

0

収縮期血圧 拡張期血圧

問合せ　健康増進課　☎ ３８－２０４８問合せ　保健センター　☎ ３８－２０４８
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た
い
と
い
う
思
い
が
沸
き
始
め

て
、
今
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
趣
味
と
も

う
少
し
で
言
え
そ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
き

て
い
ま
す
（
笑
）
自
分
一
人
で
は
、
も

う
一
度
や
っ
て
み
よ
う
と
思
え
な
か
っ

た
ラ
ン
ニ
ン
グ
も
中
学
時
代
の
部
活
の

友
達
や
職
場
の
同
僚
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
練
習
す
る
こ
と
で
も
っ
と
頑
張
り

た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
で
一
番
驚
い
て
い
る
こ
と
は
、
中

学
生
の
と
き
は
嫌
い
だ
っ
た
長
距
離

も
、大
人
に
な
る
と
「
楽
し
い
！
」「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
！
」
と
思
い
な
が

ら
走
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
大
人
に

な
っ
て
か
ら
で
も
新
し
い
趣
味
や
挑
戦

が
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
、
歳
を
重
ね

る
こ
と
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
も
、
一
緒
に
練
習
を
し
て
く

れ
る
恭
子
を
は
じ
め
と
し
た
友
達
や
職

場
の
同
僚
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
だ
な

と
し
み
じ
み
感
じ
ま
す
。
次
は
、
３
月

の
芦
北
う
た
せ
マ
ラ
ソ
ン
（
後
の
お
い

し
い
海
鮮
）
を
目
標
に
、
練
習
を
頑
張

り
ま
す
！
最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

つ
く
ま
ま

思
い

尾
方
　
佑
衣

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段

思
っ
て
い
る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ

き
、
次
の
方
へ
ペ
ン
リ
レ
ー
す
る
も

の
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

次
は　

木
上
平
岩

吉
田　

和
可
さ
ん
で
す
。

RKK女子駅伝に出場したとき

同僚（右）とツーショット

つ
く
ま
ま

No.392

思
い

さ
ん

（
一
武
昭
和
）

3030広報錦　2024 年 3 月号広報錦　2024 年 3 月号



※�

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、
と

も
に
１
月
受
付
分
で
す
。
更
に
錦
町

役
場
窓
口
で
の
受
付
分
の
み
と
し
、

承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

■ 人の動き １月末人口動態　　（　）は先月比

田
山
　
優ゆ

き

と
幸
斗
（
広
幸
・
沙
紀
）一

武
東
方

平
山
　
楽ら

お煌
　（
慎
也
・
沙
也
加
）

西
下
須

川
口
　
　
弘	

（
84
歳
）	一
武
上
忠
ケ
原

吉
岡
か
ず
代	

（
72
歳
）	西
下
井
手
ノ
口

坂
下
　
雅
子	

（
67
歳
）	

木
上
平
良

西
　
　
明
美	

（
60
歳
）	

西
久
保
宇
野

米
澤
　
耕
夫	

（
90
歳
）	

西
内
門

川
邉
　
茂
盛	

（
91
歳
）	西
下
黒
辺
田
野

森
下
　
美
知	
（
82
歳
）	

西
今
山

福
本
　
安
博	

（
74
歳
）	

一
武
中
島

内
田
　
近
美	

（
70
歳
）	
一
武
下
福
島

田
中
　
天あ

の
ん音

　（
歩
夢
・
結
夏
）

西
指
杉

畠
山
　
凜り

お生
　（
真
・
涼
子
）

西
内
門

蓑
田
　
紘こ

う
た大

　（
雅
貴
・
楓
）

一
武
山
仁
田

荒
川
　
幸
隆	

（
67
歳
）	

一
武
東
方

右
田
さ
お
り	

（
38
歳
）	

木
上
平
野

【
総
届
出
件
数
】

出
生
６
件
・
婚
姻
７
件
・
死
亡
16
件

○ 世帯数　3,996 （ー 4）　○ 総人口　10,212 （ー 11）　○ 男　4,843 （ー 10）　○ 女　5,369 （ー 1）

編
集
後
記

☆
次
回
（
４
月
号
）
の
笠

◆
「
す
っ
ぺ
ん
こ
っ
ぺ
ん
」

（
つ
べ
こ
べ
）

　 

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。ペ
ン
ネ
ー

ム
で
構
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
企

画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

締
切
日
　
３
月
８
日
（
金
）

佐
藤
　
蓮
彰
　
　（
熊
本
市
）

上
月
　
ひ
か
る
　（
一
武
上
忠
ケ
原
）

坂
本　
敦
子

て
れ
っ
と
　
庭
の
猫
の
え
さ
　
カ
ラ
ス
喰
う

て
れ
っ
と
　
水
た
ま
り
の
靴
　
ど
ろ
だ
ら
け

に
し
き
ん
婆

て
れ
っ
と
　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
　
つっ
か
け
で

て
れ
っ
と
　
干
し
も
ん
ぬ
れ
て
　
下
が
っ
と
る

吉
若　
酔
舞

て
れ
っ
と
　
し
と
る
ば
って
ん
　
よ
か
お
な
ご

て
れ
っ
と
　
金
銭
だ
け
は
　
手
放
さ
ん

坂
本　
敦
子

里
山
に
　
梅
の
花（
白
梅
・
紅
梅
・
蝋
梅
）　

芳
香
な
り

京
の
旅
　
親
子
孫
の
　
珍
道
中

嵐
山
　
雪
化
粧
に
　
お
も
て
な
し

清
水
寺
　
音
羽
茶
寮（
そ
ば
）　
み
ご
と
ば
い

嘉
祥
窯
　
陶
芸
体
験
　
マ
グ
カ
ッ
プ Ｔ

・
晴
美

梅
の
花
　
二
つ
三
つ
と
　
開
き
ゆ
く

ち
り
め
ん
の
雛
　
そ
ろ
そ
ろ
か
と
思
ふ

五
月
か
と
　
ま
ご
う
が
ご
と
き
　
温
度
か
な

梅
も
桜
も
　
慌
て
て
ぞ
咲
く

あ
と
幾
日
　
姉
と
一
緒
に
　
ラ
ン
ド
セ
ル

背
負
ひ
て
行
か
ん
　
朝
霧
の
中

ラ
ン
ド
セ
ル
　
重
く
て
運
び
し
　
時
も
あ
り

今
も
ピ
ン
ク
の
　
そ
れ
は
重
た
く

ス
ト
レ
ー
ト
の
　
ロン
グ
ヘ
ア
ー
の
　
背
を
見

て
は

声
か
け
す
る
も
　
気
後
れ
す
る
父

　

今
月
号
の
表
紙
は
「
湯
前
線
開
業

１
０
０
周
年
」
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
表
紙
か
ら
７
ペ
ー
ジ
ま
で
掲
載
し
て

い
る
内
容
は
、
合
同
特
集
と
し
て
年
に
１

回
、
人
吉
球
磨
の
広
報
担
当
者
が
協
力
し

て
作
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
じ
っ
く
り
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
10
ペ
ー
ジ
に
は
第
68
回
分
館
対

抗
駅
伝
大
会
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
走
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
走
り
を
見
て
、

沸
々
と
来
年
へ
の
熱
い
思
い
が
た
ぎ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
だ
け
で
な
く
、
走
り
も
頑
張
り

ま
す
！

古
賀　

翔
馬

■ 人の動き １月末人口動態　　（　）は先月比
○ 世帯数　3,941（-14）　　○ 総人口　10,198（-102）　○ 男　4,823（-61）　○ 女　5,375（-41）
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■ 人の動き １月末人口動態　　（　）は先月比
○ 世帯数　3,941（-14）　　○ 総人口　10,198（-102）　○ 男　4,823（-61）　○ 女　5,375（-41）
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■ 人の動き １月末人口動態　　（　）は先月比
○ 世帯数　3,941（-14）　　○ 総人口　10,198（-102）　○ 男　4,823（-61）　○ 女　5,375（-41）

錦
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の
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俳
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■ 人の動き １月末人口動態　　（　）は先月比
○ 世帯数　3,941（-14）　　○ 総人口　10,198（-102）　○ 男　4,823（-61）　○ 女　5,375（-41）

錦
み
ん
な
の
歌
会

短

　歌

俳

　句

に
し
き
狂
句
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く
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■ 人の動き １月末人口動態　　（　）は先月比
○ 世帯数　3,941（-14）　　○ 総人口　10,198（-102）　○ 男　4,823（-61）　○ 女　5,375（-41）

錦
み
ん
な
の
歌
会

短

　歌

俳

　句

に
し
き
狂
句

ご 

誕 

生

ご 

結 

婚

お
く
や
み
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